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〜親の思いが子どもを伸ばす　成長しよう子どもと共に〜

『“ありがとう”感謝と思いやりがあふれる
環境を創造するＰＴＡ』



会
の
運
営
・
活
動
に
対
し
、
常
日

頃
か
ら
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力

を
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

そ
れ
ぞ
れ
の
郡
・
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
そ
し
て
各

学
校
、
地
域
社
会
に
お
い
て
子
ど
も
た
ち

の
健
全
育
成
の
た
め
に
ご
尽
力
を
い
た
だ

き
重
ね
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に

敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

会
長
と
い
う
重
責
を
担
う
こ
と
に
な
っ

て
か
ら
一
年
間
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す

が
、
月
日
の
流
れ
の
速
さ
を
改
め
て
感
じ

て
お
り
ま
す
。
今
年
度
は
標
記
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
も
と
様
々
な
活
動
を
展
開
し
て
参

り
ま
し
た
。
特
に
「
あ
り
が
と
う
ボ
ッ
ク

ス
」
の
推
進
に
努
め
ま
し
た
が
、
人
権
教

本

育
に
も
つ
な
が
る
こ
の
活
動
は
、
今
後
も

草
の
根
の
よ
う
に
少
し
ず
つ
で
も
広
が
っ

て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

私
た
ち
が
最
も
大
切
に
し
て
い
る
研
修
活

動
の
集
大
成
と
し
て
開
催
し
た
研
修
大
会

新
庄
・
最
上
大
会
や
、
山
形
県
教
育
委
員

会
、
山
形
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
と

の
合
同
教
育
懇
談
会
な
ど
、
会
員
の
皆
様

の
ご
協
力
に
支
え
ら
れ
充
実
し
た
学
び
の

場
と
な
り
ま
し
た
。
昨
今
の
子
ど
も
た
ち

を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
は
、
私
た
ち
保

護
者
が
思
っ
て
い
る
以
上
に
大
き
く
、
さ

ら
に
加
速
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
Ｐ
Ｔ

Ａ
組
織
を
活
用
し
、
そ
の
活
動
を
ま
す
ま

す
活
性
化
さ
せ
、「
教
育
の
基
盤
は
家
庭

に
あ
る
」
こ
と
を
、
そ
し
て
、
家
庭
・
学

校
・
地
域
を
結
ぶ
架
け
橋
と
し
て
の
役
割

と
責
務
の
重
要
性
を
自
覚
し
、
子
ど
も
た

ち
の
健
全
育
成
の
た
め
の
活
動
を
継
続
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
二
十
九
年
三
月
に
公
示
さ

れ
た
新
学
習
指
導
要
領
は
、
小
学
校
は
平

成
三
十
二
年
度
、
中
学
校
は
平
成
三
十
三

年
度
か
ら
の
全
面
実
施
に
向
け
、
来
年
度

か
ら
移
行
期
間
に
入
り
い
よ
い
よ
本
格
的

に
動
き
出
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
学
校
教

育
実
績
や
蓄
積
を
活
か
し
、
子
ど
も
た
ち

が
未
来
を
切
り
拓
く
た
め
の
資
質
・
能
力

を
一
層
確
実
に
育
成
す
る
こ
と
や
、
道
徳

教
育
の
充
実
や
体
験
活
動
の
重
視
、
体

育
・
健
康
に
関
す
る
指
導
を
充
実
さ
せ
豊

か
な
心
や
健
や
か
な
体
を
育
成
す
る
こ
と

を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
第
六

次
山
形
県
教
育
振
興
計
画
は
「
人
間
力
に

満
ち
あ
ふ
れ　

山
形
の
未
来
を
ひ
ら
く
人

づ
く
り
」
を
基
本
目
標
と
し
て
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
す
べ
て
は
子
ど
も
た
ち
の
未

来
の
た
め
の
も
の
で
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
し
て

必
要
な
こ
と
は
、
親
と
し
て
目
標
を
持
ち

い
き
い
き
と
生
活
し
、
様
々
な
価
値
観
に

触
れ
、
そ
の
違
い
を
認
め
合
い
、
よ
り
健

全
な
価
値
判
断
で
自
分
を
磨
い
て
い
く
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
が
必

ず
や
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
に
繋
が
る

も
の
と
思
い
ま
す
。

　

山
形
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
は
平
成
三
十
年

度
に
七
十
周
年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。
昭

和
二
十
四
年
二
月
に
結
成
さ
れ
て
以
来
、

子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
や
社
会
情

勢
は
大
き
く
変
化
し
て
い
る
は
ず
で
す
が
、

子
ど
も
た
ち
を
思
う
親
の
気
持
ち
は
変
わ

る
こ
と
な
く
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
受

け
継
が
れ
て
き
た
思
い
、
そ
し
て
こ
れ
か

ら
受
け
継
い
で
い
く
思
い
を
確
か
め
る
機

会
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
さ

ら
に
、
今
後
の
大
き
な
事
業
と
し
て
、
平

成
三
十
一
年
度
に
は
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
東
北
ブ

ロ
ッ
ク
研
究
大
会
南
陽
・
東
置
賜
大
会
か

開
催
さ
れ
、
平
成
三
十
四
年
度
に
は
日
本

Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
研
究
大
会
山
形
大
会
の
開
催

が
決
定
し
て
い
ま
す
。
山
形
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
と

し
て
の
活
動
を
ま
す
ま
す
活
性
化
さ
せ
、

こ
の
二
つ
の
大
き
な
研
究
大
会
を
成
功
に

導
き
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
あ
り
方
や
存
在
意
義
を

確
実
な
も
の
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

 

最
後
に
、
山
形
県
教
育
委
員
会
を
は

じ
め
関
係
各
位
の
皆
様
か
ら
の
温
か
い
ご

支
援
、
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
あ
い
さ

つ
と
致
し
ま
す
。

〝
あ
り
が
と
う
〟
感
謝
と
思
い
や
り
が

�
あ
ふ
れ
る
環
境
を
創
造
す
る
Ｐ
Ｔ
Ａ

山
形
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
会
長　

鈴
　
木
　
真
　
一

～
親
の
思
い
が
子
ど
も
を
伸
ば
す
　

�

成
長
し
よ
う
子
ど
も
と
共
に
～
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「〝
あ
り
が
と
う
〟
感
謝
と
お
も

い
や
り
が
あ
ふ
れ
る
環
境
を
創
造
す

る
Ｐ
Ｔ
Ａ
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と

に
今
年
度
も
様
々
な
活
動
が
実
践
さ 

れ
ま
し
た
。
特
徴
的
な
も
の
と
し
て

は
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
と

様
々
な
環
境
か
ら
子
ど
も
た
ち
を

守
っ
て
い
く
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
、

「
山
形
方
式
ネ
ッ
ト
モ
ラ
ル
講
習

会
」
の
実
施
、
新
小
学
一
年
生
に

「
ル
ー
ル
守
っ
て
け
ろ
」
シ
ー
ル
の

配
布
、
人
権
教
育
「
あ
り
が
と
う

ボ
ッ
ク
ス
事
業
」
の
実
施
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
ど
の
活
動
も
山
形
県

の
教
育
の
根
幹
で
あ
る
「
い
の
ち
の

教
育
」
に
関
わ
る
重
要
な
活
動
で
す
。

　

さ
て
、
そ
の
中
で
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
問 

題
は
、
喫
緊
の
生
徒
指
導
上
の
問
題

と
し
て
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
問
題
で

も
あ
り
、
小
・
中
・
高
の
い
ず
れ
の

校
種
に
お
い
て
も
学
校
・
保
護
者
・

地
域
が
一
体
と
な
っ
て
、
青
少
年
の

健
全
な
育
成
を
支
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

本
校
で
も
、
夏
休
み
前
に
生
徒
と

保
護
者
を
対
象
に
し
た
研
修
会
を
実

施
し
ま
し
た
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
会
で
は
、

「
子
ど
も
た
ち
を
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル

か
ら
守
る
た
め
に
大
人
は
何
を
教
え

る
か
」
と
い
う
演
題
で
、
ウ
ィ
ル
ス

感
染
、
情
報
流
出
、
ネ
ッ
ト
い
じ
め
、

チ
ェ
ー
ン
メ
ー
ル
、
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ

詐
欺
、
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
詐
欺
等
具
体

的
な
例
を
提
示
し
、
そ
の
対
処
の
仕

方
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
情
報
モ

ラ
ル
や
使
用
時
の
約
束
事
も
必
要
だ

と
再
確
認
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
取
組
が
各
学
校
に
止
ま

ら
ず
、
地
域
や
各
市
町
村
全
体
で
取

り
組
ま
れ
て
き
て
お
り
、
そ
の
裾
野

の
広
が
り
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
子
ど
も
た

ち
を
守
る
の
は
、
私
た
ち
大
人
で
す
。

県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
で
の
助
成
も
継
続

し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、「
山
形
方

式
ネ
ッ
ト
モ
ラ
ル
講
習
会
」
を
も
っ

と
も
っ
と
広
め
て
い
く
こ
と
が
危
機

意
識
を
高
め
、
様
々
な
ネ
ッ
ト
ト
ラ

ブ
ル
か
ら
子
ど
も
を
守
る
こ
と
に
繋

が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

去
る
平
成
二
十
九
年
十
月
二
十
一

日
、
多
く
の
ご
来
賓
と
、
県
内
各
地

よ
り
九
百
四
十
名
も
の
P
T
A
会
員

の
皆
様
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、

「
ふ
れ
あ
い　

学
び
合
い　

い
の
ち

輝
く
子
ど
も
の
育
成
」
の
大
会
主
題

の
も
と
、
第
六
十
九
回
山
形
県

Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
大
会
新
庄
・
最
上
大
会

を
盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
こ
と
、
実
行
委
員
会
を
代
表
し

ま
し
て
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
大
会
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、

実
行
委
員
会
の
皆
様
方
に
は
、
昨
年

度
か
ら
一
年
以
上
の
長
き
に
渡
り

着
々
と
準
備
を
重
ね
、
前
日
準
備
、

当
日
の
運
営
、
翌
日
の
後
片
付
け
、

記
録
集
の
編
集
と
最
後
ま
で
ご
尽
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
県

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
役
員
・
事
務
局
の
皆

様
か
ら
も
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
全

員
の
力
の
結
集
無
く
し
て
こ
の
大
会

の
成
功
は
成
し
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

ご
参
加
の
皆
様
に
お
寄
せ
い
た
だ

い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
集
計
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
多
く
の
皆
様
か
ら

高
い
評
価
を
い
た
だ
き
、
大
変
喜
ば

し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
各
分
科
会
で

は
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、

皆
様
が
抱
え
る
課
題
や
、
将
来
へ
の

展
望
に
つ
い
て
多
く
の
学
び
、
気
づ

き
を
得
る
機
会
と
す
る
こ
と
が
で
き

た
も
の
と
思
い
ま
す
。
ま
た
記
念
講

演
に
つ
き
ま
し
て
は
、
皆
様
か
ら
本

当
に
素
晴
ら
し
い
評
価
を
頂
戴
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
一
部
二
部
に

分
け
、
二
部
は
ご
夫
婦
で
の
対
談
と

い
う
新
し
い
試
み
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
仕
事
や
子
育
て
に
か
け
る
関
根

ご
夫
妻
の
情
熱
、
逆
境
を
は
ね
の
け

る
パ
ワ
ー
、
そ
し
て
何
よ
り
家
族
を

愛
す
る
優
し
さ
が
、
お
聞
き
い
た
だ

い
た
皆
様
の
心
に
も
伝
播
し
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
手
前
味
噌

で
は
あ
り
ま
す
が
、
本
当
に
素
晴
ら

し
い
講
演
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
大
き
な
大
会
を
開
催

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
新
庄
・
最
上

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
団
結
を
、
よ
り
一
層
深
め

る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と

実
感
し
て
い
ま
す
。
こ
の
成
果
を
、

私
た
ち
の
こ
れ
か
ら
の
活
動
に
も
大

い
に
役
立
て
て
ま
い
り
ま
す
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

子どもたちの健全な育成を願って

山形県PTA研修大会新庄・最上大会を終えて

実行委員長
涌　井　洋　一

山形大学附属中学校
校長

渡　邉　裕　美
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山
形
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
母
親
委
員
会

の
活
動
を
皆
様
に
支
え
て
い
た

だ
き
展
開
で
き
ま
し
た
こ
と
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
各
郡
・
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
母

親
委
員
会
に
お
か
れ
ま
し
て
も

活
発
に
活
動
し
て
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
年
度
は
、「
改
め
て
考
え
る

家
庭
教
育
の
あ
り
方
」
に
つ
い

て
や
「
犯
罪
や
ト
ラ
ブ
ル
に
巻

き
込
ま
れ
な
い
た
め
に
身
に
つ

け
る
情
報
モ
ラ
ル
」
に
つ
い
て
、

ま
た
、〝
親
学
〟
家
庭
教
育
視

察
研
修
で
は
「
絵
本
に
出
て
く

る
料
理
を
再
現
し
た
給
食
」
に

つ
い
て
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
親
と
子
が
一
緒
に
考
え

取
り
組
む
こ
と
や
絵
本
を
通
し

て
同
じ
時
間
を
過
ご
し
語
り
合

う
事
な
ど
、
ど
の
研
修
か
ら
も

親
子
の
時
間
が
必
要
で
あ
り
大

切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
今
後
も

す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
笑
顔

で
心
身
共
に
健
や
か
に
成
長
す

山形県ＰＴＡ母親委員会の活動報告

る
事
が
出
来
る
よ
う
に
、
山
形
県
の
子
ど

も
た
ち
を
見
守
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
、
学
び
の
多
い
一
年
に
な
り

ま
し
た
が
、
子
ど
も
の
手
本
と
な
る
私
た

ち
大
人
は
ま
だ
ま
だ
学
び
続
け
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
情
報
社
会
の
発
達
、
人
間
関

係
の
希
薄
化
等
、
子
育
て
環
境
は
時
代
と

と
も
に
変
化
し
て
い
き
ま
す
が
、
子
ど
も

た
ち
の
よ
り
良
い
未
来
の
た
め
に
今
後
も

母
親
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
大
切
に
し
、

家
庭
教
育
力
の
向
上
に
努
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

各
地
区
の
活
動
報
告

《
山
形
市
》

◦ 

定
例
母
親
委
員
会　

三
回
（
活
動
方
針
・
情
報

交
換
・
研
修
等
）

　

研
修
：「
成
長
に
必
要
な
食
事
と
栄
養
に
つい
て
」

　

講
師
：
山
口
美
香 

氏
（
野
菜
ソ
ム
リ
エ
上
級
プ
ロ
）

◦ 

〝
親
学
〟
家
庭
教
育
視
察
研
修
�

（
遊
佐
小
学
校
視
察
）

◦ 

拡
大
母
親
委
員
会
一
回　

　

講
演：「
情
報
モ
ラ
ル
と
情
報
セ
キ
ュリ
テ
イ
教
室
」

　

講
師
：
石
田
淳
一 

氏

　
（ 

独
立
行
政
法
人
情
報
処
理
推
進
機
構
セ
キ
ュ

リ
テ
イ
セ
ン
タ
ー
普
及
グ
ル
ー
プ
主
幹
）

◦ 

「
マ
ザ
ー
ズ
ね
っ
と
わ
ー
く
」
№
22　

発
行

《
上
山
市
》

◦ 

母
親
委
員
会　

二
回

◦ 

研
修
会　
　
　

一
回

　

講
演
：「
手
洗
い
を
見
直
そ
う
」

　
　
　
　

～
感
染
症
か
ら
い
の
ち
を
守
る
～

　

講
師
：
宇
野
毅
氏 

氏

　
（ 

ケ
ミ
カ
ル
産
業
㈱
ハ
イ
ジ
ェ
ニ
ッ
ク
事
業
部

長
兼
開
発
担
当
部
長
）

《
天
童
・
東
村
山
地
区
》

◦ 

母
親
委
員
会
総
会

◦ 

母
の
集
い
（
意
見
交
換
会
）

◦ 

「
母
親
委
員
会
だ
よ
り
」
発
行

《
西
村
山
》

◦ 

定
例
母
親
委
員
会　

二
回
（
協
議
・
研
修
）

　

研
修
： 「
操
体
法
」
で
気
持
ち
よ
く
体
の
バ
ラ

ン
ス
を
整
え
よ
う

　

講
師
： 

最
上
隆
俊 

氏

�

（
か
ら
だ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
･
エ
ム
ズ
院
長
）

◦ 

代
表
委
員
会　

三
回
（
企
画
運
営
）

◦ 

母
親
委
員
会
だ
よ
り
発
行

《
北
村
山
地
区
》

◦
四
月　

顔
合
わ
せ
会

◦ 

平
成
三
十
年
三
月
報
告
会

　

※ 

村
山
市
Ｐ
･
大
石
田
町
Ｐ
･
尾
花
沢
市
Ｐ
に

お
い
て
は
母
親
委
員
会
活
動
あ
り
。

《
最
上
地
区
》

◦ 

地
区
母
親
委
員
会
全
員
研
修
会　

一
回

　

研
修
： 「
学
力
･
体
力
･
気
力
の
向
上
は
生
活

習
慣
の
立
て
直
し
か
ら
」

　
　
　
　
　

～
一
流
ス
ポ
ー
ツ
選
手
･
タ
レ
ン
ト

�

東
大
生
に
学
ぶ
生
活
の
法
則
～

　

講
師
： 

小
澤
治
夫 

氏
（
静
岡
産
業
大
学
経
営

学
部
経
営
学
科
教
授
）

◦ 

代
表
母
親
委
員
会
研
修
・
情
報
交
換
会　

二
回

◦ 

「
母
親
委
員
会
だ
よ
り
」
二
月
発
行　

《
米
沢
市
》

◦ 

定
例
母
親
委
員
会
四
回

（
情
報
交
換
･
講
演
会
･
研
修
会
･
総
会
）

　

講
演
：「
命
の
尊
さ
大
切
さ
」

　

講
師
：
後
藤
敬
子 

氏

（
酒
田
市
立
八
幡
病
院
看
護
師
）　

《
東
置
賜
地
区
》

◦ 

地
区
Ｐ
代
表
母
親
委
員
一
名
が
県
Ｐ
母
親
委
員

会
に
出
席
し
て
い
ま
す
。

《
西
置
賜
地
区
》

◦ 

定
例
母
親
委
員
会
一
回

◦ 

母
親
委
員
会
だ
よ
り
発
行

◦ 

地
区
Ｐ
交
流
会
参
加
協
力

《
鶴
岡
市
》

◦ 

母
親
委
員
会　

二
回

�

（
活
動
方
針　

情
報
交
換　

研
修
会
）

　

講
演
：「
今　

必
要
な
家
庭
教
育
の
あ
り
方
」

　

講
師
：
本
間
俊
美 

氏

�

（
県
家
庭
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

◦ 

見
学　

荘
銀
タ
ク
ト
鶴
岡

◦ 

グ
ル
ー
プ
会
議
三
回

　
（
活
動
／
運
営
方
針
、研
修
会
企
画
、情
報
交
換
）

◦ 

「
母
親
委
員
会
だ
よ
り
」
発
行

《
東
田
川
郡
》

◦ 

定
例
母
親
委
員
会
二
回

＊
活
動
報
告

＊
情
報
交
換
等

《
酒
田
飽
海
》

◦ 

母
親
委
員
長
等
会
議　

二
回　
（
活
動
方
針
・

情
報
交
換
・
講
演
会
）

　

講
演
：「
読
書
で
開
け
る
子
ど
も
の
未
来
」

　

講
師
：
加
藤
美
穂
子 

氏

　
（ 

子
ど
も
の
読
書
サ
ポ
ー
ト
ア
シ
ー
ド
代
表
理

事
・ 

絵
本
専
門
家
）

◦ 

酒
田
飽
海
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
大
会
へ
の
協
力

山形県ＰＴＡ母親委員長
堀　田　理　恵

“親学”家庭教育視察研修
杉並区立久我山小学校
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　平成２７年５月より「つなぐ」～いのち、学び、地域～をテーマとして「人間力に満ちあふれ、山形の未来をひら
く人づくり」を基本目標とする第６次山形県教育振興計画がスタートし、生まれ育った郷土を愛し、地域で活躍
し、未来をきりひらいていく人材の育成が求められている。
　学校教育は、国家・社会の形成者として必要な資質を養うことを目標の一つとしており、地域コミュニティの一
員として、地域に積極的に参画し続ける人の育成もそれに沿ったものである。またＰＴＡのめざす子どもたちの姿
つまり次代を担う人材の育成ともリンクするものであり、今後のＰＴＡ活動の大きな柱の一つでもある。「郷土
愛」は、子どもたちが学校・家庭・地域における成長過程の中で育まれるものであり、積極的・意識的に地域の
人・もの・自然・文化・歴史・産業等に関わる中で育まれるものである。
　「自然と文明が調和した理想郷山形」を実現していく人材を育成するために学校・家庭・地域が緊密に連携して
何ができるかを考えたい。

� 文責　山形県ＰＴＡ連合会理事　佐竹直子

山形県教育委員会・県Ｐ連・高Ｐ連　合同教育懇談会（平成29年11月10日）ホテルキャッスル

「郷土愛の育成に向けたＰＴＡの役割」
　　～人間力に満ちあふれ、

山形の未来をひらく人づくりをめざして～　　

〈話題提供〉　県教育委員会　総務課企画調整専門員　　樋口　純一　氏
　　　　　　「郷土愛の育成に向けた山形県教育委員会の取り組み」
Ⅰ　今、なぜ「郷土愛の育成」か？
　◦少子高齢化を伴う人口減少　◦グローバル化等の進展→自分自身の「根っこ」「心の拠りどころ」が必要。
　◦人口流出による地域コミュニティの変化
　　→地域コミュニティの存立への危惧～自分たちの生まれ育った「ふるさと」がなくなってしまう！～
Ⅱ　郷土愛育成の位置付け　～「大綱」と「６教振」～
　◦地域とつながる人
　　地域の一員　人々との関わり　地域に参画　→　地域の未来をきりひらく人
　　郷土を愛し　どこにいても　郷土が心の支え　→　地域とつながり続ける人
　◦６教振の基本目標　「人間力に満ちあふれ、山形の未来をひらく人づくり」
　　目指す人間像　広い視野と高い志を持って　「いのち」をつなぐ人　学び続ける人　地域とつながる人　
Ⅲ　郷土愛に係る本県の児童生徒の意識
　◦児童生徒の自尊感情　　他人を思いやる意識　地域活動参加への意識　社会への関心　⇒　高い
Ⅳ　郷土愛を育成するための取組み　
　◦郷土愛を育む教育の推進
　　学校における「郷土・山形」を学ぶ授業　地域に根ざし、地域と連携した学習活動
　　山形県民の歌「最上川」、スポーツ県歌「月山の雪」の普及
　　活力あるコミュニティ形成→ジュニアリーダー活動�地域青少年ボランティア活動�社会教育施設の機能強化
　　学校・家庭・地域の連携協働の推進→学校支援、学習・体験活動支援�地域行事への参画支援�家庭教育支援
　　新たなコミュニティスクールの推進→地域とともにある学校つくり　学校を核とした地域づくり

郷土愛の育成は　子どもたち一人一人の「心の拠りどころ」を育むもの
いつでも　どこにいても　郷土山形を大切に思う気持ちを　私たち大人が伝えていくこと…

視点１：�子どもたちが地域コミュニティの一員として地域の人・もの・自然・文化・歴史・産業等に関わ
ることができる有効な手段や場面、方法を考える。地域社会の中で関わらせたい人・もの・自
然・文化・歴史・産業等。

【学校で・家庭で】
◦紅花を栽培し紅花染めをする、蚕を飼い繭でコサージュを作る等、学校と地域で地域文化や産業を学び活動する。
◦親子で植林をしながら防風林の役目を学ぶ。
◦花笠など地域の祭りに参加により郷土史を知る。
視点２：�郷土愛を持ち、人間力に満ちあふれ、山形の未来をきりひらく人材の育成に向けてＰＴＡのでき

ることを考える。　ＰＴＡ活動としてできることを模索する。
◦地域を巻き込み活動に取り組む体制作りをする。
◦除雪ボランティアを行い地域の方とコミュニケーションを取る。
◦�地域の祭りへの参加、祭り後のゴミ拾いボランティアなどで地域愛を育む。
◦親の意識を上げ山形ファン作りをする。等
まとめ
　親が地域の良さを知り、機会ある毎に子どもに伝えることが最も大切なことであり、この機会を作ることがＰＴＡ
として重要なことではないか。学校・地域と連携し、親子で参加・体験することで郷土愛に基づく心を育んで行きたい。
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山形県ＰＴＡ連合会「親子読書推進委員会」

親子で読書　深める絆
～本を読む子は かならず伸びる～

　山形県ＰＴＡ連合会では、親子読書をとおして生涯学習を進め、親子で
学び、親子でコミュニケーションを活性化することにより、親子の絆が一
層深まり、子どもの心が豊かになることを願い、運動を推進しています。

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
員
で
取
り
組
む

�

親
子
読
書
活
動　
　

　
　

天
童
市
立
山
口
小
学
校　

�

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

後
藤　

大
輔　

　

本
校
で
は
、
四
年
前
に
子
ど
も
た
ち
と

一
緒
に
図
書
館
の
大
改
造
に
取
り
組
ん
だ

こ
と
を
き
っ
か
け
に
読
書
活
動
に
さ
ら
に

力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

三
年
前
か
ら
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
も
読
書
活
動
に

積
極
的
に
取
り
組
も
う
と
活
動
の
重
点
の

一
つ
に
し
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
重
点
に
し

て
い
た
メ
デ
ィ
ア
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
併
せ

て
「
読
書
の
時
間
を
確
保
し
て
メ
デ
ィ
ア

タ
イ
ム
を
減
ら
し
て
い
く
運
動
」
と
名
付

け
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
活
動
の
一
つ
と
し
て
県
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
合
会
で
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
っ
て
い

る
「
親
子
読
書
」
に
夏
休
み
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
全

員
で
取
り
組
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。
今
年

度
は
、
親
子
で
感

想
を
書
い
た
も
の

を
各
ク
ラ
ス
の
廊

下
に
貼
り
出
し
、

九
月
の
い
の
ち
の

授
業
参
観
の
日
に

互
い
に
見
合
う
機

会
を
設
定
し
て
み

ま
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
の
家
庭
で
取
り
組
ん
で
い
る
様
子
が
よ

く
分
か
り
改
め
て
読
書
の
大
切
さ
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
毎
日
の
よ
う
に
学
校

か
ら
本
を
借
り
て
き
て
二
十
分
以
上
読
書

を
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
地
区
の
読

み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
も
定
期

的
に
活
動
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
認
め
ら
れ
、

今
年
、「
読
書
活
動
優
良
実
践
校
」
と
し

て
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
心
を
耕
す

読
書
活
動
を
家
庭
で
も
大
切
に
し
て
い
く

こ
と
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　　
小
中
連
携
し
、
中
学
生
が

�

自
ら
取
り
組
む
読
み
聞
か
せ

�

南
陽
市
立
宮
内
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　

良
い
本
は
、
何
回
読
ん
で
も
新
た
な
発

見
が
あ
り
ま
す
。
人
の
心
の
ひ
だ
に
触
れ

る
本
、
社
会
性
を
養
う
本
、
自
然
の
豊
か

さ
や
す
ば
ら
し
さ
に
触
れ
る
本
。
読
書
は
、

人
生
を
豊
か
に
し
ま
す
。
本
地
区
で
は
、

宮
内
中
学
校
区
の
各
小
学
校
で
、
親
子
読

書
や
読
み
聞
か
せ
の
活
動
が
盛
ん
で
、
地

域
の
方
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
親
子
読
書

の
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
つ
け
た
力
を
生
か
し
て
、
中
学

生
に
な
る
と
、
読
み
聞
か
せ
を
す
る
立
場

に
な
る
力
の
育
成
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

上
級
生
が
下
級

生
に
読
み
聞
か

せ
を
し
た
り
、

小
学
校
で
語
り

部
と
し
て
力
を

つ
け
て
き
た
生

徒
が
、
同
級
生

や
下
級
生
に
語

り
を
聞
か
せ
た

り
し
て
、
読
み

聞
か
せ
を
す
る

力
を
伸
ば
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
の
力
は
、

避
難
訓
練
で
も

生
か
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
本
校

で
は
、
水
害
を

想
定
し
た
避
難
訓
練
を
双
葉
保
育
園
と
合

同
で
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
本
校
に
避
難

し
て
き
た
園
児
た
ち
の
不
安
を
和
ら
げ
た

り
、
何
か
あ
っ
た
ら
中
学
校
に
避
難
す
れ

ば
と
い
う
安
心
感
を
持
た
せ
る
た
め
に
、

避
難
し
て
き
た
三
〇
〇
名
ほ
ど
の
園
児
に

中
学
生
が
読
み
聞
か
せ
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

中
学
生
も
一
市
民
と
し
て
自
ら
豊
か
な

生
き
方
が
で
き
る
よ
う
、
小
学
校
で
つ
け

て
も
ら
っ
た
力
を
、
中
学
校
で
も
伸
ば
し

て
い
け
る
よ
う
な
読
み
聞
か
せ
や
読
書
活

動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

中学生が園児に行う読み聞かせ中学生が中学生の行う読み聞かせ
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親
子
読
書
で
心
ふ
れ
あ
う
ひ
と
と
き
を

�
酒
田
市
立
浜
中
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　

本
校
で
は
、
毎
年
、
各
学
年
Ｐ
Ｔ
Ａ
で

親
子
読
書
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

親

が
子
ど
も
に
本
を
読
ん
で
聞
か
せ
る
、
子

ど
も
が
親
に
本
を
読
ん
で
聞
か
せ
る
、
親

子
で
読
ん
だ
本
に
つ
い
て
感
想
を
交
流
す

る
な
ど
取
り
組
み
方
は
様
々
で
す
が
、
こ

こ
で
は
、
今
年
度
の
一
年
生
の
取
り
組
み

を
紹
介
し
ま
す
。

☆�

毎
月
の
親
子

読
み
聞
か
せ

　

毎
月
第
三
日

曜
日
に
家
庭
で

読
み
聞
か
せ
を

行
い
、
音
読
カ

ー
ド
に
ひ
と
こ

と
感
想
を
書
い
て
い
ま
す
。
親
子
ど
ち
ら

が
感
想
を
書
く
か
は
自
由
で
、
学
級
通
信

で
紹
介
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

☆
夏
休
み
の
親
子
読
書

　

夏
休
み
に
は
、
親
子
で
感
想
を
伝
え

合
っ
た
り
話
し
合
っ
た
り
し
て
、
ゆ
っ
く

り
と
親
子
読
書
に
取
り
組
み
ま
し
た
。「
お

う
ち
の
方
の
感
想
」
を
見
る
と
、「
主
人

公
の
気
持
ち
を
話
し
合
っ
た
」「
主
人
公

の
よ
う
に
、
も
っ
と
優
し
く
で
き
る
と
い

い
ね
と
話
し
た
」「
自
分
の
子
ど
も
た
ち

み
た
い
で
心
温
ま
る
い
い
絵
本
だ
っ
た
」

な
ど
、
子
ど
も
と
一
緒
に
豊
か
な
時
間
を

過
ご
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
が
よ
く
分
か

り
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
感
想
カ
ー
ド
が

集
ま
っ
た
の
で
、
学
年
全
体
で
交
流
で
き

る
機
会
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
読
書
を
通
し
て
親
子
の
ふ
れ
合
い
を

　
　

上
山
市
立
西
郷
第
一
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　

本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
活
動
の
重
点
に
読
書

の
推
奨
を
位
置
づ
け
、
学
校
と
連
携
し
な

が
ら
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

１　

読
み
聞
か
せ

　

母
親
委
員
が
中
心
に
な
っ
て
、
月
に
一

回
保
護
者
が
学
校
に
出
向
き
、
朝
読
書
の

時
間
に
読
み
聞
か
せ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

本
校
は
小
規
模
な
の
で
、
上
学
年
と
下
学

年
に
分
か
れ
て
実
施
し
ま
す
。
ま
た
今
年

度
の
第
一
回
目
は
、
と
ん
と
昔
話
の
会
で

活
躍
し
て
い
る
地
域

の
方
を
語
り
手
と
し

て
招
き
、
昔
話
を

語
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち

は
毎
回
真
剣
な
表
情

で
話
を
聞
き
、
聞
い

た
後
に
は
必
ず
感
想

を
発
表
し
て
く
れ
ま
す
。

２�　

ア
ウ
ト
メ
デ
ィ
ア
に
合
わ
せ
た
読
書

の
推
奨

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
取
り
組
み
と
し
て
春
秋
２
回

ア
ウ
ト
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

秋
の
取
り
組
み
の
時
に
は
、
メ
デ
ィ
ア
を

離
れ
た
時
間
を
、
親
子
読
書
に
充
て
る
よ

う
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
各
家
庭
か
ら

「
静
か
で
温
か
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
今
後
も
継
続
し
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
子
ど
も
の
心
を
育
む
親
子
読
書

�

東
根
市
立
高
崎
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

☆
夏
休
み
親
子
読
書

　

「
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
支

え
る
本
と
の

ふ
れ
あ
い
」

を
ね
ら
い
と

し
て
、「
夏

休
み
親
子
読

書
」
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
夏
休
み
に
親
子
で
同
じ

本
を
読
み
、
カ
ー
ド
に
感
想
（
親
も
）
を

書
き
ま
す
。
保
護
者
の
感
想
を
紹
介
し
ま

す
。

◦�

同
じ
本
で
も
親
子
の
感
じ
方
の
違
い
に

気
づ
き
ま
し
た
。

◦�

子
ど
も
の
頃
と
違
っ
て
、
お
か
あ
さ
ん

キ
ツ
ネ
の
気
持
ち
に
な
っ
て
読
み
ま
し

た
。

◦�

自
分
も
小
学
生
時
代
に
読
ん
だ
本
を
子

ど
も
と
一
緒
に
読
み
当
時
を
思
い
出
し

ま
し
た
。
三
十
年
と
い
う
年
月
を
一
瞬

で
飛
び
越
え
る
本
の
す
ば
ら
し
さ
を
感

じ
ま
し
た
。

☆
親
子
読
書
に
関
す
る
教
育
講
演
会

　

「
地
域
ぐ
る
み
の
本
と
の
ふ
れ
あ
い
」

を
ね
ら
い
と
し
て
、
地
域
の
様
々
な
団
体

と
の
共
催
で
、「
親
子
読
み
聞
か
せ
・

ポ
ッ
プ
づ
く
り
・
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。
か
ら
だ
に
関
す
る
本
の

読
み
聞
か
せ
を
親
子
一
緒
で
聞
い
た
り
、

一
緒
に
ポ
ッ
プ
づ
く
り
を
行
っ
た
り
し
ま

し
た
。
子
ど
も
の
喜
ぶ
姿
に
保
護
者
も
感

動
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
家

庭
、
地
域
の
あ
た
た

か
い
雰
囲
気
の
中
で
、

読
書
を
通
し
て
子
ど

も
の
心
が
豊
か
に
育

ま
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

↑夏休み親子読書カード

↑６月の音読カード
カードの一番下
に、「親子読み
聞かせ」の感想
欄があります。
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一
、
は
じ
め
に

　

本
校
は
、
庄
内
平
野
の
北
部
、
秋
田
県

境
に
近
い
遊
佐
町
に
あ
る
。
明
治
七
年
に
、

常
恩
学
校
と
し
て
開
校
さ
れ
た
。
今
年
一

四
四
年
を
迎
え
る
歴
史
と
伝
統
あ
る
学
校

で
あ
る
。

　

学
区
の
東
に
は
、
鳥
海
山
の
裾
野
が
広

が
り
、
西
は
、
庄
内
砂
丘
を
隔
て
て
日
本

海
に
接
し
て
い
る
。
学
区
の
北
を
滝
淵
川
、

洗
沢
川
、
南
を
高
瀬
川
が
流
れ
、
そ
れ
を

取
り
巻
く
よ
う
に
水
田
地
帯
が
広
が
り
、

自
然
豊
か
な
地
域
で
あ
る
。

二
、
特
色
あ
る
取
組
み

　

保
護
者
や
地
域
住
民
の
教
育
に
対
す
る

関
心
は
非
常
に
高
く
、
そ
の
協
力
的
な
姿

は
、
高
瀬
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
特
色
あ
る
取

組
み
に
結
び
つ
い
て
い
る
。

「
高
瀬
っ
子
　
学
習
活
動
で
の
育
み
」

〇
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進

　

各
学
年
で
保
護
者
を
講
師
と
し
て
迎
え
、

仕
事
内
容
や
働
く
こ
と
の
充
実
感
・
苦
労

な
ど
を
子
ど
も
た
ち
に
話
し
た
り
、
体
験

さ
せ
た
り
す
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
行
っ
て

い
る
。
学
年
の
発
達
段
階
に
応
じ
た
職
業

観
・
勤
労
観
を
育
成
し
て
い
る
。

〇
読
書
活
動
の
推
進

　

保
護
者
に
よ
る
学
校
で
の
読
み
聞
か
せ

や
家
庭
で
の
親
子
読
書
、
親
子
で
借
り
る

こ
の
一
冊
な
ど
は
、
豊
か
な
感
性
と
思
考

力
・
想
像
力
を
育
て
る
だ
け
で
な
く
、
親

子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
、
絆

を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

〇
生
活
リ
ズ
ム
チ
ャ
レ
ン
ジ

　

子
ど
も
た
ち
の
生
活
リ
ズ
ム
を
確
か
め
、

学
校
・
家
庭
で
健
康
的
な
生
活
リ
ズ
ム
を

と
も
に
考
え
な
が
ら
改
善
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
る
。
児
童
を
中
心
に
学
校
と
家

庭
が
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
こ
の
活

動
は
、
生
活
リ
ズ
ム
へ
の
問
題
意
識
を
高

め
、
生
活
改
善
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

「
高
瀬
っ
子
　
地
域
の
良
さ
の
再
発
見
」

〇
自
然
教
室
へ
の
支
援

　

四
・
五
年
生
で
行
わ
れ
る
「
自
然
教

室
」
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
地
域
と
の
連
携
・
協

力
の
も
と
、
地
域
の
自
然
環
境
を
生
か
し

た
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。
い
か
だ
下
り

や
高
瀬
峡
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
は
、
事
前
学

習
か
ら
当
日
の
活
動
ま
で
、
保
護
者
も
指

導
者
と
し
て
協
力
し
て
い
る
。

優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
文
部
科
学
大
臣
表
彰

遊
佐
町
立
高
瀬
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

阿
　
部
　
勝
　
志

子
ど
も
と
つ
な
が
り

�
地
域
と
つ
な
が
る
Ｐ
Ｔ
Ａ

〇
学
年
親
子
行
事
へ
の
支
援

　

「
高
瀬
の
風
を
利
用
し
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
風
車
づ
く
り
（
二
年
生
）」
や
「
親
子

サ
イ
ク
リ
ン
グ
（
三
年
生
）」「
鳥
海
登
山

（
六
年
生
）」
な
ど
地
域
素
材
を
活
用
し

た
学
年
親
子
行
事
を
積
極
的
に
計
画
し
実

施
し
て
い
る
。
親
子
で
の
活
動
を
通
し
て

絆
を
深
め
る
と
と
も
に
、
地
域
の
良
さ
を

再
確
認
し
、
新
た
な
発
見
へ
と
つ
な
げ
て

い
る
。

「
地
域
で
見
守
り
育
て
る�

高
瀬
っ
子
」

〇
高
瀬
っ
子
を
守
る
会
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
連
携  

　

登
下
校
や
地
域
で
の
活
動
に
お
け
る
安

全
確
保
に
向
け
、
青
色
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
の

巡
回
や
地
区
区
長
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
合
同
の
危

険
箇
所
検
討
委
員
会
で
の
危
険
箇
所
マ
ッ

プ
の
作
成
、
高
瀬
っ
子
を
守
る
会
な
ど
で

の
情
報
交
換
な
ど
多
方
面
か
ら
高
瀬
っ
子

の
安
全
に
向
け
た
取
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

〇 

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
連

携

　

夏
休
み
開
か
れ
る
美
童
里
（
み
ど
り
）

川
「
ざ
っ
こ
し
め
教
室
」。
夏
休
み
に
な

る
と
各
地
区
に
分
か
れ
て
し
ま
う
子
ど
も

た
ち
に
、
高
瀬
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
と

Ｐ
Ｔ
Ａ
が
連
携
し
て
、
学
校
前
を
流
れ
る

美
童
里
川
を
利
用
し
て
の
「
ざ
っ
こ
し

め
」、
生
息
す
る
魚
の
学
習
、
流
し
そ
う

め
ん
な
ど
の
取
組
み
を
開
催
し
て
い
る
。

夏
な
ら
で
は
の
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
多
く

の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
、
夏
休
み
の
最

高
の
思
い
出
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
食
育
の
推
進
と
し
て
「
親
子
料
理

教
室
」
を
高
瀬
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
と

母
親
委
員
会
が
連
携
し
て
開
催
し
て
い
る
。

当
日
は
、
保
育
師
、
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
の

方
々
の
協
力
の
も
と
、
健
康
な
食
事
メ

ニ
ュ
ー
の
調
理
に
取
組
み
、
食
育
の
重
要

性
を
知
る
機
会
と
な
っ
て
い
る
。
親
子
で

楽
し
み
な
が
ら
行
う
料
理
教
室
に
は
、

年
々
参
加
者
数
が
増
え
る
と
と
も
に
、
家

庭
で
の
親
子
の
料
理
づ
く
り
に
も
つ
な

が
っ
て
い
る
。

三
、
成
果
と
今
後
の
方
向
性

　

会
員
数
の
減
少
に
伴
い
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

の
あ
り
方
や
組
織
の
見
直
し
を
行
い
保
護

者
の
負
担
軽
減
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
は
、「
す
べ
て
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
行
っ
て
い
る
」
こ
と
を
、

会
員
に
「
理
事
会
だ
よ
り
」
な
ど
で
分
か

り
や
す
く
伝
え
る
こ
と
で
、
活
動
へ
の
協

力
と
必
要
性
を
理
解
し
て
も
ら
う
よ
う
に

働
き
か
け
た
。

　

そ
の
結
果
、
熱
心
に
参
加
す
る
会
員
が

増
え
、
以
前
よ
り
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
が
活
発
に

な
っ
て
き
た
こ
と
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
通
し

て
、
地
域
と
の
「
つ
な
が
り
」
が
深
ま
っ

た
こ
と
が
成
果
と
し
て
上
げ
ら
れ
る
。

　

し
か
し
今
後
も
会
員
数
は
減
少
す
る
た

め
、
会
員
の
声
を
も
と
に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

が
さ
ら
に
充
実
す
る
よ
う
に
検
討
を
加
え

て
、「
や
っ
て
良
か
っ
た
」
と
感
じ
て
も

ら
え
る
活
動
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
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一
、
は
じ
め
に

　

本
校
は
、
明
治
七
年
に
天
童
東
学
校
荒

谷
分
校
と
し
て
創
設
さ
れ
た
。
以
後
、
山

寺
小
学
校
と
干
布
小
学
校
の
分
校
を
経
て
、

昭
和
三
十
二
年
に
豊
栄
村
立
荒
谷
小
学
校

と
し
て
独
立
開
校
し
、
今
年
度
六
十
周
年

を
迎
え
た
。
児
童
数
一
〇
一
人
、
家
庭
数

八
〇
の
小
規
模
校
で
あ
る
。
荒
谷
地
区
は
、

果
樹
栽
培
が
盛
ん
で
サ
ク
ラ
ン
ボ
、
ラ
・

フ
ラ
ン
ス
、
り
ん
ご
、
ぶ
ど
う
等
の
果
樹

園
が
広
が
る
。
ま
た
、
県
総
合
運
動
公
園

が
近
く
に
あ
り
、
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
の

ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と
し
て
チ
ー
ム
へ
の
関
心

が
高
い
地
域
で
あ
る
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
組
織
は
、
会
長
、
副
会
長
、
子

育
て
支
援
委
員
長
の
三
役
に
学
年
委
員
長

か
ら
な
る
常
任
委
員
会
で
企
画
・
立
案
し
、

全
会
員
の
協
力
を
得
て
、
様
々
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
る
。

二
、
特
色
あ
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

（
一
）
親
子
あ
っ
た
か
運
動

　

①
挨
拶
運
動

　

「
あ
い
さ
つ
カ
ー
ド
」
を
作
成
し
、
友

達
や
学
校
内
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
方
々

へ
の
挨
拶
運
動
に
取
り
組
み
、
誰
に
ど
の

よ
う
に
挨
拶
し
た
か
を
記
入
し
た
。
低
学

年
で
は
、「
い
た
だ
き
ま
す
」「
ご
ち
そ
う

さ
ま
」
に
重
点
を
置
き
、
ご
飯
が
食
べ
ら

れ
る
こ
と
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
が
生
ま
れ

た
。

　

②
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
飯
運
動

　

長
期
休
業
後
に
「
元
気
ア
ッ
プ
カ
ー

ド
」
を
使
っ
て
年
三
回
実
施
。
保
健
だ
よ

り
で
、
カ
ー
ド
に
記
載
し
て
も
ら
っ
た
感

想
を
紹
介
し
、
取
り
組
み
の
様
子
を
共
有

化
し
た
。

　

③
ア
ウ
ト
メ
デ
ィ
ア
運
動

　

長
期
休
業
中
に
、「
ア
ウ
ト
メ
デ
ィ
ア

カ
ー
ド
」
を
活
用
し
、
テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム

を
な
る
べ
く
し
な
い
日
を
設
け
る
な
ど
、

家
族
で
メ
デ
ィ
ア
視
聴
の
時
間
を
考
え
て

取
り
組
ん
だ
。

（
二
）
親
子
で
ピ
ッ
カ
ピ
カ
大
作
戦

　

十
月
に
「
親
子
で
ピ
ッ
カ
ピ
カ
大
作

戦
」
を
実
施
し
、
窓
ふ
き
や
ト
イ
レ
掃
除

を
協
力
し
て
行
い
、
学
校
環
境
整
備
に
尽

力
し
た
。
当
日
は
、
九
割
以
上
の
児
童
、

保
護
者
が
参
加
し
、
普
段
手
の
届
か
な
い

と
こ
ろ
を
き
れ
い
に
し
た
。

（
三
）
ハ
ー
ト
フ
ル
運
動

　

各
学
年
で
思
い
や
り
の
気
持
ち
や
家
族

と
の
絆
を
深
め
る
た
め
に
、
お
手
伝
い
を

し
た
り
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
合
っ
た
り

す
る
取
り
組
み
を
行
っ
た
。
思
い
や
り
や

や
さ
し
さ
、
感
謝
な
ど
、
社
会
生
活
で
大

切
な
こ
と
を
育
ん
で
い
る
。
各
学
年
の
取

り
組
み
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

◦ 

「
お
手
伝
い
カ
ー
ド
」
を
準
備
し
、
家

の
人
か
ら
励
ま
し
や
感
謝
の
言
葉
を
も

ら
う
。

◦ 

児
童
会
の
募
金
活
動
と
連
携
し
、
意
義

等
を
考
え
る
。

◦ 

自
分
の
善
い
行
い
や
友
達
が
し
て
く
れ

た
善
い
行
い
を
カ
ー
ド
に
記
入
し
、
掲

示
し
た
。

（
四
）
親
子
読
書
運
動

　

学
年
行
事
と
連
携
し
て
親
子
で
読
み
聞

か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
葡
萄
の
木
」
の
読

み
聞
か
せ
を
聞
い
た
り
、
毎
月
第
一
日
曜

日
に
、「
子
ど
も
か
ら
親
に
読
み
聞
か
せ

を
す
る
」
と
い
う
取
り
組
み
を
行
っ
た
り

す
る
等
、
各
学
年
で
工
夫
を
凝
ら
し
、

［
親
子
読
書
運
動
］
を
展
開
し
た
。

〈
一
年
〉
親
子
行
事
で
、
葡
萄
の
木
の
読

み
聞
か
せ
の
後
、
本
の
紹
介
を
グ
ル
ー

プ
で
行
っ
た
。

〈
二
年
〉
子
ど
も
が
選
ん
だ
本
を
子
か
ら

親
へ
読
み
聞
か
せ
を
す
る
取
り
組
み
を

毎
月
第
一
日
曜
日
に
実
施
し
た
。

〈
三
年
〉
学
年
行
事
の
中
で
親
子
そ
れ
ぞ

れ
が
お
勧
め
の
本
を
持
ち
寄
り
、
各
自

紹
介
し
た
。

〈
四
年
〉
家
庭
毎
に
工
夫
し
た
こ
と
や
感

想
を
学
年
だ
よ
り
に
掲
載
し
た
。

〈
五
年
〉
毎
月
一
回
親
子
読
書
を
行
い
、

選
ん
だ
本
の
題
名
と
感
想
を
親
子
読
書

カ
ー
ド
に
記
入
し
た
。

〈
六
年
〉
ア
ウ
ト
メ
デ
ィ
ア
に
合
わ
せ
て

実
施
。

（
五
）
学
年
行
事

　

休
日
を
利
用
し
て
学
年
行
事
を
行
い
、

親
子
や
会
員
同
士
の
親
睦
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
た
。

〈
一
年
〉
和
菓
子
づ
く
り
で
練
り
切
り
に

挑
戦
。
親
子
読
書
も
合
わ
せ
て
実
施
。

〈
二
年
〉
た
こ
や
き
パ
ー
テ
ィ
ー

〈
三
年
〉
陶
芸
、
芋
煮
、
親
子
読
書

〈
四
年
〉
西
沼
田
遺
跡
公
園
で
「
古
代
競

技
に
挑
戦
］

〈
五
年
〉
陶
芸
教
室
（
若
松
焼
き
）

〈
六
年
〉
山
寺
へ
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
。
五

年
生
の
時
に
作
成
し
た
荒
谷
地
区
の

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
山
寺
で
配
布
し
、
Ｐ

Ｒ
活
動
を
行
っ
た
。

（
六�

）
全
会
員
と
婦
人
会
で
行
う
資
源
回

収

　

本
地
区
の
育
成
会
と
婦
人
会
が
中
心
に

な
っ
て
、
資
源
回
収
を
年
二
回
実
施
し
て

い
る
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
組
織
に
は
、
環
境
整
備
部

が
な
い
た
め
、
各
地
区
の
子
ど
も
育
成
会

の
会
長
が
配
車
、
回
収
の
と
り
ま
と
め
役

と
な
り
、
事
務
的
な
仕
事
は
婦
人
会
が
担

当
し
て
い
る
。
家
庭
数
の
減
少
で
車
両
の

確
保
が
難
し
い
中
、
地
域
の
建
設
業
者
の

協
力
を
得
て
、
ス
ム
ー
ズ
に
回
収
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

三
、
成
果
と
今
後
の
方
向
性

　

親
子
あ
っ
た
か
運
動
は
定
着
し
つ
つ
あ

る
。
さ
ら
に
、
平
成
二
十
八
年
度
か
ら

ハ
ー
ト
フ
ル
運
動
（
思
い
や
り
運
動
）
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
学
年
毎
に
工
夫
を
凝

ら
し
て
家
庭
内
で
の
思
い
や
り
の
心
を
育

む
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。

　

こ
の
た
び
の
優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
文
部
科
学
大

臣
表
彰
は
、
先
輩
方
が
長
年
取
り
組
ん
で

き
た
ア
ウ
ト
メ
デ
ィ
ア
運
動
な
ど
の
親
子

で
の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
賞
に
恥
じ
ぬ
よ
う
、

会
員
の
参
画
意
識
を
高
め
、
地
域
と
一
体

と
な
っ
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
展
開
し
て
い
き

た
い
。

優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
文
部
科
学
大
臣
表
彰

天
童
市
立
荒
谷
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

武
　
田
　
　
　
仁

「
親
子
あ
っ
た
か
運
動
」で
家
庭
の
絆
づ
く
り

�

子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
を
支
援
す
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
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こ
の
度
、
平
成
二
十
九
年
度
「
優
良
Ｐ

Ｔ
Ａ
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
会
長
表

彰
」
の
受
賞
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
の
活

動
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
諸
先
輩
の
方
々
、

教
職
員
・
蔵
王
温
泉
の
皆
様
に
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
す
べ

て
は
子
ど
も
た
ち
の
為
に
、
充
実
し
た
Ｐ

Ｔ
Ａ
活
動
に
努
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

こ
こ
数
年
、
子
ど
も
た
ち
を
と
り
ま
く

環
境
は
複
雑
化
の
一
途
を
た
ど
り
、
保
護

者
も
そ
の
環
境
の
変
化
の
速
さ
に
戸
惑
い

を
隠
せ
な
い
現
実
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

長
年
に
わ
た
っ
て
子
ど
も
た
ち
、
保
護
者
、

教
職
員
を
悩
ま
せ
続
け
て
い
る
「
い
じ

め
」
の
問
題
も
抱
え
続
け
た
ま
ま
で
す
。

「
い
じ
め
」
の
問
題
は
減
少
す
る
ど
こ
ろ

か
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
は
じ
め
と
す
る
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
等
の
環
境
に
よ
り
、
深
刻
化
・
巧

妙
化
し
て
お
り
新
聞
・
Ｔ
Ｖ
等
の
報
道
で

見
か
け
な
い
日
は
な
い
と
い
っ
て
も
過
言

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
例
を
持
ち
出
す
ま
で
も
な
く
、

我
々
の
身
の
ま
わ
り
に
は
教
育
格
差
・
収

入
格
差
・
地
域
格
差
・
学
力
格
差
・
格
差

の
固
定
化
・
貧
困
ス
パ
イ
ラ
ル
な
ど
様
々

な
問
題
が
学
校
・
家
庭
を
取
り
巻
き
翻
弄

し
続
け
ま
す
。

　

「
モ
ン
ス
タ
ー
ペ
ア
レ
ン
ト
」「
ネ
グ

レ
ク
ト
」
な
ど
と
い
っ
た
言
葉
も
今
で
は

一
昔
前
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
、
減
少
し
た

か
無
く
な
っ
た
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す

が
、
実
際
に
は
潜
在
し
て
い
た
問
題
が
概

念
化
し
、
新
し
い
言
葉
と
な
り
次
々
と
表

面
化
し
、
前
の
問
題
を
隠
し
て
い
る
に
す

ぎ
ま
せ
ん
。
我
々
は
波
の
よ
う
に
押
し
寄

せ
る
様
々
な
現
実
の
中
で
押
し
つ
ぶ
さ
れ

る
よ
う
な
錯
覚
に
さ
え
陥
り
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
の
先
生
方
の
労
働
環
境
、

勤
務
の
長
時
間
化
、
と
り
わ
け
部
活
動
の

在
り
方
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
現
在
、

問
題
と
し
て
提
起
さ
れ
て
い
ま
す
。「
聖

職
」
と
い
う
言
葉
で
片
付
け
、
現
実
か
ら

目
を
背
け
て
は
い
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
し
て
我
々
Ｐ
Ｔ
Ａ
も
人
選
か
ら
始
ま

り
、
役
職
の
押
し
付
け
合
い
、
無
関
心
、

非
協
力
等
、
各
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
様
々
な
問
題
を

内
包
し
て
お
り
、
果
て
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
不
要
論

も
出
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。

　

私
自
身
、
教
育
・
学
校
と
い
う
も
の
を

社
会
問
題
の
視
点
で
と
ら
え
る
こ
と
は
、

こ
れ
ま
で
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
と
い
う
大
役
を
仰
せ
つ
か
っ

て
か
ら
始
め
て
現
実
と
い
う
も
の
に
向
き

合
う
よ
う
に
な
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
度
「
優
良
Ｐ
Ｔ

Ａ
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
会
長
表
彰
」

を
受
け
、
実
際
に
授
賞
式
に
招
か
れ
、
全

国
区
と
い
う
熱
い
パ
ワ
ー
を
こ
の
身
に
感

じ
て
き
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
初
め
て
会
う
方
と
の
雑

談
だ
け
で
も
、
ど
れ
だ
け
自
分
自
身
の
時

間
、
労
力
を
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
注
い
で
い
る

の
か
を
感
じ
ら
れ
こ
れ
か
ら
の
自
分
に
勇

気
を
与
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
し
て
あ

ら
た
め
て
自
ら
が
所
属
す
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活

動
が
い
か
に
大
切
な
も
の
か
を
知
り
、
諸

先
輩
の
方
々
の
努
力
の
偉
大
さ
を
再
認
識

す
る
に
至
り
ま
し
た
。

　

本
校
は
「
蔵
王
の
未
来
を
支
え
る
子
ど

も
の
育
成
」
と
い
う
具
体
目
標
を
掲
げ

キ
ャ
リ
ア
教
育
を
中
核
と
し
た
教
育
実
践

を
、
保
護
者
・
学
校
・
地
域
が
三
位
一
体

に
な
っ
て
進
め
て
い
ま
す
。

　

地
元
の
歴
史
や
魅
力
を
知
り
、
自
分
た

ち
が
蔵
王
の
山
々
の
恩
恵
を
受
け
連
帯
し

て
繁
栄
を
築
き
、
ま
た
そ
の
事
を
子
々

孫
々
に
伝
え
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

人
と
人
と
の
関
わ
り
が
希
薄
に
な
っ
て

ゆ
く
現
代
に
お
い
て
、
家
庭
と
地
域
の
密

接
な
連
携
と
、
故
郷
を
理
解
し
大
切
に
す

る
心
の
育
成
は
と
て
も
大
事
な
も
の
と
私

た
ち
は
考
え
ま
す
。

　

優
し
い
笑
顔
に
あ
ふ
れ
る
地
元
は
子
ど

も
た
ち
が
い
て
こ
そ
で
あ
り
、
夢
に
向
か

い
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
子
ど
も
は
地
域
の
財

産
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

自
尊
感
情
の
向
上
が
心
豊
か
な
子
ど
も

を
育
成
し
ま
す
。
そ
し
て
基
礎
学
力
の
定

着
と
自
立
し
た
学
び
の
充
実
が
自
分
を
育

て
て
く
れ
る
地
域
の
理
解
を
深
め
ま
す
。

　

小
中
併
設
校
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
九
年

間
を
通
し
た
一
貫
教
育
、
き
め
細
や
か
な

指
導
、
家
庭
及
び
地
域
と
連
携
し
た
学
校

行
事
、
大
自
然
を
生
か
し
た
活
動
な
ど
本

校
の
特
徴
を
十
分
に
生
か
し
な
が
ら
こ
れ

か
ら
も
確
実
に
前
進
を
続
け
ま
す
。

　

今
、
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は

従
来
か
ら
の
「
い
じ
め
」
や
「
不
登
校
」

に
加
え
、
教
育
の
格
差
、
ネ
ッ
ト
社
会
の

モ
ラ
ル
な
ど
、
状
況
が
さ
ら
に
複
雑
化
、

深
刻
化
し
て
お
り
ま
す
。
ま
ず
は
親
で
あ

る
我
々
保
護
者
が
、
子
ど
も
た
ち
の
状
況

を
し
っ
か
り
と
把
握
し
、
学
校
教
育
に
の

み
委
ね
る
の
で
は
な
く
親
と
先
生
と
が

し
っ
か
り
と
し
た
信
頼
関
係
を
結
び
、
協

力
し
合
っ
て
行
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え

ま
す
。

　

子
ど
も
は
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
い
ろ
い
ろ

な
方
と
交
わ
り
ま
す
。
家
庭
・
地
域
の
協

力
が
不
可
欠
で
す
。
子
ど
も
の
健
全
な
成

長
を
促
す
の
は
大
人
の
大
き
な
責
任
で
す
。

　

ま
た
、
我
々
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
子
ど
も
た
ち
の

教
育
の
み
な
ら
ず
、
地
域
全
体
の
発
展
に

も
貢
献
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
ま
す
。
郷
土
愛
を
育
み
、
子
ど
も
た

ち
が
夢
と
希
望
を
抱
け
る
、
そ
ん
な
魅
力

的
な
故
郷
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

全
国
表
彰
を
と
お
し
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
そ
し

て
子
ど
も
た
ち
の
未
来
の
明
る
さ
を
感
じ

ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
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良
Ｐ
Ｔ
Ａ
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ

�
全
国
協
議
会
会
長
表
彰
を
受
け
て
」

蔵
王
温
泉
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

斉
　
藤
　
慎
　
爾

日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
会
長
表
彰



一　

は
じ
め
に

　

本
校
は
、
山
形
県
南
部
に
あ
る
川
西
町

の
南
部
に
位
置
し
、
な
だ
ら
か
な
丘
陵
に

囲
ま
れ
た
自
然
豊
か
な
環
境
で
あ
り
、
明

治
六
年
上
奥
田
小
学
校
（
上
奥
田
、
大
舟

連
合
）
と
し
て
創
設
さ
れ
た
。
今
年
創
立

百
十
四
周
年
を
迎
え
る
。
明
治
以
来
、
常

に
地
域
の
方
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
「
地
域

の
子
ど
も
は
、
地
域
で
育
て
る
」
と
い
う

考
え
方
が
定
着
し
て
い
る
。

　

児
童
数
が
減
少
す
る
中
、
平
成
三
年
度

よ
り
山
村
留
学
協
力
会
を
中
心
に
Ｐ
Ｔ
Ａ

も
協
力
し
て
東
京
都
町
田
市
と
の
「
や
ん

ち
ゃ
留
学
」が
始
ま
る
。今
年
で
二
十
七
年
、

延
べ
八
百
二
十
名
を
受
け
入
れ
て
い
る
。

　

ま
た
こ
う
し
た
活
動
に
よ
り
、
平
成
二

十
五
年
度
に
は
、
県
内
初
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
に
指
定
さ
れ
る
。

　

現
在
少
子
化
の
影
響
に
よ
り
今
年
度
を

も
っ
て
閉
校
す
る
こ
と
に
な
り
、
平
成
二

十
九
年
度
の
児
童
数
は
十
八
名
で
あ
る
。

二　

特
色
あ
る
取
組
み
に
つ
い
て

①　

Ｐ
Ｔ
Ａ
組
織

　

本
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
会
長
一
名
・
副
会
長
三

名
（
内
一
名
学
校
職
員
）・
幹
事
三
名

（
学
校
職
員
）・
監
事
二
名
（
前
自
治
会

長
、
中
学
生
保
護
者
）・
常
任
委
員
二
名

（
自
治
会
長
、
副
自
治
会
長
）・
専
門
部

か
ら
構
成
さ
れ
る
。

　

専
門
部
は
全
員
が
学
年
部
か
文
化
部
に

入
っ
て
お
り
、
活
動
は
次
の
と
お
り
で
あ

る
。
会
費
も
地
区
内
全
戸
よ
り
い
た
だ
い

て
い
る
。

【
学
年
部
】

◦
地
区
行
事
へ
の
協
力

○
地
区
夏
祭
り
○
運
動
会
○
収
穫
感
謝
祭

◦
学
年
行
事　

平
成
二
十
九
年
度

《
全
校
生
》
宿
泊
体
験
、
閉
校
記
念
制
作

◦
ス
キ
ー
教
室
で
の
講
師

【
文
化
部
】
◦
広
報
誌（
や
ま
び
こ
）の
発
行

　
　
　
　
　

◦
標
語
の
ぼ
り
旗
の
設
置

②　

あ
い
さ
つ
運
動

　

生
活
の
基
本
で
あ
る
「
あ
い
さ
つ
」
の

向
上
を
図
る
た
め
、
地
域
・
学
校
・
家
庭

が
一
体
と
な
っ
て
、
明
る
く
元
気
に
あ
い

さ
つ
が
で
き
る
心
を
育
ん
で
い
る
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
、
特
に
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
、
親
子
で
考
え

た
標
語
を
「
の
ぼ
り
」
に
し
て
「
あ
い
さ

つ
運
動
」
を
広
げ
て
い
る
。

　

ま
た
、
学
校
運
営
協
議
会
の
取
り
組
み

と
し
て
、
全
戸
に
タ
ス
キ
配
布
し
、
地
区

全
体
で
あ
い
さ
つ
運
動
を
推
進
し
て
い
る
。

③　

親
子
読
書
運
動
へ
の
取
り
組
み

　

親
子
読
書
で
、
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
深
め
、
対
話
の
あ
る
家
庭
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

月
一
回
、「
親
子
読
書
の
日
」
と
し
各

家
庭
で
無
理
の
な
い
時
間
帯
に
「
親
子
読

書
」
を
設
定
し
て
い
る
。
ま
た
県
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
合
会
の
親
子
読
書
に
全
会
員
で
取
り
組

み
、
読
書
へ
の
意
識
を
持
た
せ
て
い
る
。

④　

教
育
講
演
会
の
実
施

　

メ
デ
ィ
ア
と
の
関
わ
り
が
強
く
な
っ
て

い
る
現
状
で
、
使
い
方
に
よ
っ
て
は
便
利

に
な
る
も
の
の
、
一
方
で
ト
ラ
ブ
ル
に
巻

き
込
ま
れ
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
米
沢
警

察
署
よ
り
講
師
を
招
き
講
演
を
行
っ
た
。

こ
れ
は
、
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
と
の
共
催

に
よ
る
取
組
み
で
あ
り
、
地
域
・
学
校
・

児
童
・
保
護
者
と
一
緒
に
な
り
メ
デ
ィ
ア

と
の
正
し
い
付
き
合
い
方
を
学
ぶ
機
会
と

な
っ
た
。

⑤　

母
親
の
つ
ど
い

　

学
校
行
事
の
後
に
実
施
し
、
懇
談
や
懇

親
会
を
計
画
し
、
共
に
学
ぶ
機
会
や
会
話

を
す
る
機
会
を
作
り
、
母
親
同
士
の
つ
な

が
り
を
さ
ら
に
深
め
て
い
る
。

⑥　

地
域
と
の
環
境
整
備

　

年
に
二
回
、
地
域
の
方
・
学
校
職
員
・

児
童
・
保
護
者
に
よ
り
学
校
周
辺
の
環
境

整
備
を
実
施
し
て
い
る
。
春
は
雪
囲
い
の

撤
去
・
側
溝
の
落
ち
葉
清
掃
・
遊
具
の
取

り
付
け
を
実
施
し
、
秋
は
雪
囲
い
の
設

置
・
遊
具
等
の
撤
去
を
し
て
い
る
。

⑦　

運
動
会
へ
の
協
力

　

本
校
の
東
（
あ
ず
ま
）
運
動
会
は
、
少

人
数
の
た
め
地
区
運
動
会
と
一
緒
に
開
催

を
し
て
お
り
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
会
場
準
備
や

撤
去
、
運
営
役
員
等
を
行
っ
て
い
る
。
平

成
二
十
八
年
度
は
、
学
校
敷
地
に
あ
る
ツ

リ
ー
ハ
ウ
ス
の
補
修
と
新
規
設
置
の
た
め

来
校
し
た
東
北
芸
術
工
科
大
学
の
学
生

（T
ree　

H
ouse　

Project

）
に
も
参

加
い
た
だ
き
、
地
域
全
体
が
一
体
と
な
っ

て
盛
り
上
が
る
こ
と
の
で
き
る
場
を
演
出

で
き
た
。

⑧　

夏
祭
り
及
び
収
穫
感
謝
祭
へ
の
協
力

　

地
域
行
事
に
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
し
て
も
会

場
準
備
か
ら
撤
去
作
業
ま
で
行
っ
て
い
る
。

当
日
は
綿
飴
・
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
・
か
き
氷

等
の
食
べ
物
の
担
当
を
し
て
お
り
、
子
ど

も
の
笑
顔
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
行
事
と

な
っ
た
。

　

収
穫
感
謝
祭
は
小
学
校
の
学
芸
会
も
兼

ね
て
い
る
。
来
場
者
は
、
子
ど
も
た
ち
の

真
剣
な
演
技
に
見
入
っ
て
お
り
、
地
域
全

体
と
し
て
子
ど
も
た
ち
の
確
か
な
成
長
を

実
感
で
き
る
機
会
に
な
っ
て
い
る
。

⑨ 　

や
ん
ち
ゃ
留
学
（
短
期
留
学
）
へ
の

協
力

　

東
京
都
町
田
市
内
の
小
学
校
よ
り
三
年

生
か
ら
五
年
生
の
二
十
一
名
が
、
四
泊
五

日
の
日
程
で
参
加
。
地
域
と
の
交
流
、
本

校
児
童
と
の
交
流
が
あ
り
、
そ
の
中
で
Ｐ

Ｔ
Ａ
と
し
て
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
よ
る

児
童
の
受
入
れ
・
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
・

魚
釣
り
の
会
場
と
な
る
堤
の
整
備
な
ど
の

協
力
を
継
続
し
て
行
っ
て
い
る
。

　

少
人
数
の
本
校
児
童
に
と
っ
て
も
、
都

会
の
子
ど
も
た
ち
と
の
出
会
い
と
交
流
は
、

個
々
の
成
長
に
つ
な
が
る
貴
重
な
場
と

な
っ
て
い
る
。

三　

成
果
と
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て

　

人
口
減
少
が
進
む
中
に
あ
っ
て
も
、
本

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
地
域
の
協
力
の
も
と
、
よ
り

一
層
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
密
に
し
が

な
ら
、
子
ど
も
の
健
全
育
成
を
め
ざ
し
Ｐ

Ｔ
Ａ
活
動
を
共
に
楽
し
め
る
よ
う
な
環
境

づ
く
り
に
努
め
て
き
た
。
子
ど
も
た
ち
の

姿
か
ら
は
確
か
な
成
長
が
感
じ
ら
れ
、

「
地
域
の
子
ど
も
は
、
地
域
で
育
て
る
」

と
い
う
考
え
方
が
間
違
い
で
は
な
い
こ
と

を
実
感
し
て
い
る
。

　

閉
校
に
な
っ
て
も
、
こ
う
し
た
考
え
方

が
受
け
継
が
れ
、
地
域
・
学
校
及
び
保
護

者
が
連
携
を
と
り
、
共
通
の
課
題
意
識
を

持
ち
な
が
ら
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
が
推
進
さ
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
い
る
。
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と
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や
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Ｔ
Ａ
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Ｔ
Ａ
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国
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彰



一
、
は
じ
め
に

　

本
校
は
、
明
治
八
年
に
溝
延
八
幡
宮
の

別
当
神
宮
寺
宮
本
勇
氏
宅
に
創
立
さ
れ
た
。

昭
和
初
期
に
は
、
九
〇
〇
人
を
越
え
る
大

規
模
学
校
だ
っ
た
が
、
次
第
に
少
子
化
が

進
み
、
現
在
の
児
童
数
は
八
十
六
名
と

な
っ
て
い
る
。

二
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
組
織

　

本
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
組
織
は
、
会
長
一
名
、
副

会
長
二
名
、
会
員
八
十
七
名
（
職
員
・
保

護
者
）
の
体
制
で
あ
る
。
運
営
委
員
会

（
執
行
部
、
専
門
部
長
、
学
年
委
員
長
、

顧
問
）
で
全
体
の
計
画
を
作
成
し
、
総
会

等
に
提
案
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
専
門
部
は
、
文
化
部
・
保
体

部
・
母
親
委
員
会
か
ら
組
織
さ
れ
、
そ
の

他
に
、
子
ど
も
会
育
成
会
も
組
織
の
中
に

あ
り
、
各
地
域
か
ら
育
成
委
員
を
選
出
し

て
い
る
。

　

本
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
特
色
あ
る
活
動
は
次
の
通

り
で
あ
る
。

① 　

学
年
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
親
子
行
事
開
催

　

一
年
「
イ
タ
リ
ア
ン
野
菜
の
収
穫
と
カ

レ
ー
作
り
」、
二
年
「
陶
芸
教
室
」、
三
年

「
自
転
車
安
全
教
室
」、
四
年
「
モ
ス
食

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」、
五
年
「
そ
ば
打
ち
」、

六
年
「
月
山
親
子
登
山
」
を
行
っ
た
。

②　

川
の
学
習　

五
・
六
年

　

古
里
を
流
れ
る
寒
河
江
川
・
最
上
川
に

親
し
み
、
自
然
を
愛

す
る
子
ど
も
を
育
て

よ
う
と
取
り
組
ん

で
い
る
。
タ
イ
ヤ

チ
ュ
ー
ブ
を
使
っ
て

の
川
下
り
や
水
生
生

物
の
観
察
、
ア
ユ
の

試
食
を
し
た
り
、
カ

ヌ
ー
体
験
を
し
た
り

と
内
容
が
豊
富
で
あ

る
。
実
際
に
川
に
入
る
た
め
、
安
全
性
を

確
保
す
る
に
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
の
協
力
無
し

で
は
行
え
な
い
活
動
で
あ
る
。

三
、
成
果
と
課
題

　

会
員
同
士
の
意
思
疎
通
が
深
く
、
一
丸

と
な
っ
て
目
標
に
向
か
う
こ
と
が
で
き
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
学
校
の
教
育
活
動
に

求
め
ら
れ
て
い
る
目
標
を
、
十
分
に
理
解

し
な
が
ら
支
援
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
全

て
の
行
事
で
、
子
ど
も
た
ち
の
満
足
感
が

高
く
、
充
実
し
た
結
果
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。
課
題
と
し
て
は
、
児
童
減
少
に
伴
い

会
員
が
減
少
し
て
お
り
、
充
実
し
た
活
動

を
行
う
た
め
の
役
員
の
確
保
と
な
っ
て
い

る
。

一
、
は
じ
め
に

　

本
校
は
、
平
成
二
十
五
年
に
明
徳
小
学

校
と
高
橋
小
学
校
を
統
合
し
て
創
立
し
た

新
設
校
で
あ
る
。

　

平
成
二
十
九
年
度
の
児
童
数
は
四
十
四

名
で
、
複
式
学
級
二
つ
を
含
む
学
級
数
四

の
小
規
模
校
で
あ
る
。
地
区
の
戸
数
は
約

五
百
七
十
戸
で
あ
る
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
組
織
は
、
文
化
部
・
生
活
部
・

保
体
部
の
三
つ
の
専
門
部
が
活
発
な
取
組

み
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
の
各
機

関
が
児
童
の
健
全
育
成
を
支
え
て
い
る
。

二
、
特
色
あ
る
取
組
み
に
つ
い
て

①
Ｐ
Ｔ
Ａ
専
門
部

【
文
化
部
】

◦
年
三
回
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
新
聞
発
行

　

地
域
全
戸
に
配
布

【
生
活
部
】

◦ 

年
二
回
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
の
計
画
・
実

施
。
広
報
車
で
地
域
に
お
知
ら
せ

◦ 

年
二
回
の
危
険
箇
所
点
検
と
安
全
マ
ッ

プ
の
作
成
、
配
布

【
保
体
部
】

◦ 

市
陸
上
大
会
、
ス
キ
ー
大
会
協
力

◦ 
校
内
運
動
会
、
ス
キ
ー
大
会
運
営
協
力

◦ 
市
連
合
Ｐ
Ｔ
Ａ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大

会
運
営
協
力

【
母
親
委
員
会
】

◦ 

学
校
保
健
委
員
に
参
加
運
営

②
学
年
Ｐ
Ｔ
Ａ
親
子
行
事
の
開
催

　

各
学
年
の
発
達
段
階
に
応
じ
、
様
々
な

活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
通
し
て
、
親
同

士
、
子
ど
も
同
士
の
交
流
を
図
っ
て
い
る
。

【
親
子
行
事
の
例
】

◦ 

お
菓
子
屋
さ
ん
で
ケ
ー
キ
作
り
体
験

◦ 

夏
の
天
体
観
測
会

◦ 

山
寺
見
学

◦ 

宿
泊
体
験

③
地
域
の
各
機
関
と
の
連
携

◦ 

月
一
回
、
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
訪
問

◦ 

月
一
回
、「
健
全
育
成
市
民
の
会
」
と

連
携
し
て
登
校
時
に
あ
い
さ
つ
運
動

◦ 

「
芭
蕉
の
道
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
咲
花
草

会
」
と
県
道
に
花
植
え

◦ 

「
上
皇
祭
り
」
実
行
委
員
会
と
の
連
携
、

参
加

◦ 

「
元
気
お
ば
ね
絆
駅
伝
大
会
宮
沢
地
区

実
行
委
員
会
」
と
の
連
携
、
参
加

◦ 

市
の
連
合
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
に
よ
る
取
り
決
め

を
受
け
、
夜
十
時
以
降
の
メ
デ
ィ
ア
に

ふ
れ
な
い
生
活
リ
ズ
ム
改
善
への
取
組
み

三
、
成
果
と
今
後
の
方
向
性

　

開
校
五
年
目
を
迎
え
る
が
、
保
護
者
・

地
域
・
学
校
が
一
体
と
な
っ
て
健
全
育
成

に
取
組
み
、
事
故
が
な
い
。
三
つ
の
専
門

部
が
主
体
的
に
活
動
し
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を

盛
り
上
げ
、
学
区
教
育
活
動
を
支
え
て
い

る
。

　

今
後
は
、
学
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
こ
れ
ま
で

子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
を
支
え
て
く
だ

さ
っ
た
地
域
の
方
々
や
各
種
団
体
に
ど
う

貢
献
し
て
い
く
か
が
課
題
で
あ
る
。
地
域

と
の
つ
な
が
り
・
絆
を
大
切
に
し
て
、
子

ど
も
た
ち
が
ふ
る
さ
と
に
誇
り
を
持
ち
愛

し
、
健
や
か
に
成
長
し
て
い
く
よ
う
に
Ｐ

Ｔ
Ａ
活
動
に
ま
い
進
し
て
い
き
た
い
。

絆
を
合
言
葉
に
、
子
ど
も
の
笑
顔
に

�

つ
な
が
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
め
ざ
し
て

保
護
者
・
地
域
・
学
校
が

�

一
体
と
な
っ
て
児
童
の
健
全
育
成
を

東
北
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
会
長
表
彰

東
北
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
会
長
表
彰

河
北
町
立
溝
延
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

若
　
木
　
保
　
雄

尾
花
沢
市
立
宮
沢
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

三
　
浦
　
靖
　
彦
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今年度、県ＰＴＡや郡・市ＰＴＡ、単位ＰＴＡにご尽力なされ、多大のご功績をあげられた団
体・個人の方々に感謝状や表彰状が贈られました。また、ＰＴＡ広報紙も全国コンクールにお
いても、奨励賞をいただきました。おめでとうございます。� （敬称略）

栄えある表彰 おめでとうございます
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平成29年度　文部科学大臣表彰
　天童市立荒谷小学校ＰＴＡ
　遊佐町立高瀬小学校ＰＴＡ

平成29年度　日本ＰＴＡ全国協議会会長表彰
〈団体表彰〉
　蔵王温泉ＰＴＡ
　（山形市立蔵王第三小・蔵王第二中）
　川西町立東沢小学校ＰＴＡ
〈個人表彰〉
　田中　正浩（前県Ｐ連副会長）
　阿部　哲也（前県Ｐ連副会長）
　五十嵐　崇（前県Ｐ連副会長）
　上嶋　竜一（前県Ｐ連副会長）

平成29年度　東北ＰＴＡ連絡協議会会長表彰
〈団体表彰〉
　河北町立溝延小学校父母と教師の会
　尾花沢市立宮沢小学校ＰＴＡ
〈個人感謝状〉
　荒井　寛　（前山形県ＰＴＡ連合会会長）
〈個人表彰状〉（前県Ｐ連理事・監事）
　結城誠一郎　　前山形県ＰＴＡ連合会理事
　松田　一成　　前山形県ＰＴＡ連合会理事
　髙橋　史直　　前山形県ＰＴＡ連合会理事
　嵐田佳津真　　前山形県ＰＴＡ連合会理事
　西方　茂太　　前山形県ＰＴＡ連合会理事
　青木　　徹　　前山形県ＰＴＡ連合会理事
　長永　一男　　前山形県ＰＴＡ連合会理事
　戸屋　英治　　前山形県ＰＴＡ連合会理事
　村上　和彦　　前山形県ＰＴＡ連合会監事
　髙橋　智文　　前山形県ＰＴＡ連合会理事

平成29年度　優良ＰＴＡ山形県教育委員会表彰
　河北町立溝延小学校父母と教師の会
　蔵王温泉ＰＴＡ （山形市立蔵王第三小第二中学校）
　天童市立荒谷小学校ＰＴＡ
　尾花沢市立宮沢小学校ＰＴＡ
　最上町立富沢小学校保護者と教師の会
　大蔵村立大蔵中学校父母と教師の会
　川西町立東沢小学校ＰＴＡ
　長井市立伊佐沢小学校ＰＴＡ
　遊佐町立高瀬小学校ＰＴＡ
　山形県立山形中央高等学校ＰＴＡ
　山形県立米沢興譲館高等学校教育振興会

山形県ＰＴＡ連合会会長表彰
〈感謝状〉平成28年度県Ｐ連役員退任者
　荒井　　寛　県Ｐ前会長
　田中　正浩　　〃　前副会長
　阿部　哲也　　〃　前副会長

　上嶋　竜一　　〃　前副会長
　五十嵐　崇　　〃　前理事
　結城誠一郎　　〃　前理事
　松田　一成　　〃　前理事
　髙橋　史直　　〃　前理事
　嵐田佳津真　　〃　前理事
　西方　茂太　　〃　前理事
　青木　　徹　　〃　前理事
　長永　一男　　〃　前理事
　戸屋　英治　　〃　前理事
　本田　　淳　　〃　前理事
　髙橋　智文　　〃　前理事
　村上　和彦　　〃　前監事
〈表彰状〉郡・市ＰＴＡ連合会より推薦
　堀　　明彦　山形市Ｐ連前副会長
　𠮷岡　裕志　山形市Ｐ連前副会長
　戸田　大介　山形市Ｐ連研修大会前実行委員長
　大崎　理恵　天童市P連前会長
　石川　茂光　中山町Ｐ連前会長
　稲村　清美　山辺町Ｐ連前会長
　小林　基流　大石田町P連前会長
　星川　憲雄　最上地区P前副会長
　渡部　昭仁　最上地区P前副会長
　阿部　夏美　最上地区P前母親委員長
　佐藤　誠志　東置賜地区Ｐ前副会長
　梅津　　稔　東置賜地区Ｐ前副会長
　佐々木一広　鶴岡市P連前副会長
　山田　　専　酒田市立松陵小P前会長
　日下部紀子　酒田市立東部中P前会長
　小山　敏子　酒田飽海P連前母親委員長
平成29年度　第39回全国小中学校広報紙コンクール

〈日本ＰＴＡ奨励賞〉
　新庄市立沼田小学校ＰＴＡ
　真室川町立真室川小学校ＰＴＡ
　最上町立東法田小学校ＰＴＡ
　鶴岡市立朝暘第三小学校ＰＴＡ
　酒田市立松原小学校ＰＴＡ
　酒田市立亀ケ崎小学校ＰＴＡ
　寒河江市立陵東中学校父母と教師の会
　河北町立河北中学校ＰＴＡ
　酒田市立東部中学校ＰＴＡ
　酒田市立第四中学校ＰＴＡ
〈山形県ＰＴＡ連合会会長賞〉
　最上町立大堀小学校ＰＴＡ
　新庄市立北辰小学校ＰＴＡ
　大蔵村立大蔵小学校ＰＴＡ
　鶴岡市立櫛引東小学校ＰＴＡ

今年度、県ＰＴＡや郡・市ＰＴＡ、単位ＰＴＡにご尽力なされ、多大のご功績をあげられた団
体・個人の方々に感謝状や表彰状が贈られました。また、ＰＴＡ広報紙も全国コンクールにお
いて奨励賞を受賞されました。おめでとうございます。� （敬称略）



日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
国
内
研
修
に
参
加
し
て

素
晴
ら
し
い
自
然
と
最
高
の
仲
間

　
　

三
川
町
立
三
川
中
学
校

 

齋
　
藤
　
百
　
葉

　

私
は
、
三
月
二
十
六
日
か
ら
三
十
日
ま
で
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
国
内
研
修
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　
一日
目
、
班
が
決
ま
り
自
己
紹
介
を
し
ま
し

た
。
私
は
人
見
知
り
を
し
て
し
ま
う
の
で
、

皆
と
仲
良
く
な
れ
る
か
不
安
が
あ
り
な
が
ら

研
修
が
始
ま
り
ま
し
た
。
二
日
目
の
野
外
炊

飯
で
は
、
カ
レ
ー
を
作
り
ま
し
た
。
班
員
で
協

力
し
て
お
い
し
い
カ
レ
ー
を
作
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
の
後
の
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
で
私
は
琉

舞
を
体
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
沖
縄

伝
統
の
曲
に
合
わ
せ
て
踊
る
の
は
と
て
も
難
し

か
っ
た
で
す
が
、
伝
統
文
化
を
体
験
す
る
こ
と

が
で
き
、
よ
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
三
日
目

の
平
和
学
習
で
は
、
沖
縄
戦
に
つ
い
て
実
際
体

験
し
た
方
か
ら
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
戦
争

の
恐
ろ
し
さ
を
改
め
て
感
じ
、
今
私
た
ち
が
平

和
に
暮
ら
せ
て
い
る
こ
と
の
大
切
さ
が
わ
か
り

ま
し
た
。
戦
争
は
日
本
に
大
き
な
傷
を
つ
く

り
、
多
く
の
命
を
奪
っ
た
悲
し
い
出
来
事
で
す
。

こ
の
出
来
事
を
忘
れ
た
く
て
も
忘
れ
る
こ
と
が

出
来
な
い
と
思
う
し
、
忘
れ
て
は
、
い
け
な
い

こ
と
だ
と
も
思
い
ま
す
。
同
じ
過
ち
を
繰
り

返
さ
な
い
た
め
に
も
今
あ
る
時
間
を
大
事
に
し

生
活
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

そ
の
後
の
海
洋
研
修
で
は
、
沖
縄
の
き
れ
い

な
海
と
自
然
に
触
れ
る
こ
と
か
が
で
き
、
嬉
し

か
っ
た
で
す
。
生
で
亀
を
見
る
の
は
初
め
て
だ
っ

た
し
、
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
な
ど
様
々
な
体
験
が

で
き
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

私
は
こ
の
研
修
で
、
沢
山
の
「
初
め
て
」
を

体
験
し
ま
し
た
。
沖
縄
の
文
化
、
料
理
は
も

ち
ろ
ん
、
沢
山
の
自
然
に
触
れ
、
本
当
に
こ
の

研
修
に
参
加
す
る
こ
と
が
出
来
て
よ
か
っ
た
な

と
心
か
ら
思
い
ま
す
。
研
修
前
の
不
安
が
、

嘘
の
よ
う
に
皆
と
の
絆
が
深
ま
り
、
あ
っ
と
い

う
間
の
五
日
間
で
し
た
。
楽
し
か
っ
た
こ
と
だ

け
で
な
く
、
学
ん
だ
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
研
修
に
参
加
で
き
た
こ
と
、
沢
山
の

人
た
ち
に
出
会
え
た
こ
と
、
と
て
も
貴
重
な

時
間
を
過
ご
せ
た
こ
と
、
全
て
の
事
に
感
謝
の

気
持
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
素
敵
な
時
間
を
あ

り
が
と
う
。

最
高
の
思
い
出

　
　

鶴
岡
市
立
鶴
岡
第
二
中
学
校

 

太
　
田
　
港
　
人

　

三
月
二
十
六
日
。
不
安
な
気
持
ち
で
集
合
場

所
の
羽
田
空
港
に
着
い
た
こ
と
を
今
で
も
覚
え

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
空
港
や
飛
行
機
内
で
会

話
を
重
ね
る
う
ち
に
み
ん
な
が
同
じ
不
安
な
気

持
ち
ち
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
そ

う
な
れ
ば
、
当
然
、
み
ん
な
の
会
話
が
弾
み
、

一
気
に
仲
が
良
く
な
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
沖
縄
に
着
く
と
三
月
と
は
思
え

な
い
程
の
熱
さ
か
ら
出
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
班

分
け
は
既
に
さ
れ
て
お
り
、
僕
は
、
九
班
と
な

り
ま
し
た
。

　

一
日
目
は
、
渡
嘉
敷
島
に
移
動
し
な
が
ら
班

員
と
仲
良
く
し
て
い
こ
う
と
心
が
け
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
村
内
散
策
を
し
ま
し
た
。
沖
縄
な

ら
で
は
の
台
風
に
備
え
て
い
る
家
造
り
や
南
国
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第６５回日本ＰＴＡ全国研究大会仙台大会に参加して
　

平
成
二
十
九
年
度
副
会
長
の

東
置
賜
地
区
・
南
陽
市
の
鈴
木

聡
で
す
。

　

八
月
二
十
五
日
・
二
十
六
日

の
両
日
に
亘
り
、
仙
台
の
地
で

「
つ
な
が
ろ
う
Ｐ
Ｔ
Ａ
！
子
ど

も
た
ち
の
輝
く
未
来
に
た
め

に
～
杜
の
都
発
！
み
ち
の
く
の

今
を
伝
え
た
い　

感
謝
の
思
い

と
確
か
な
歩
み
と
と
も
に
～
」

を
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
、
全

国
研
究
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
約
八
千
人
の
全
国
の
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
員
が
集
い
、
初
日
は
十
分

科
会
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

研
究
課
題
ご
と
基
調
講
演
、
実

践
発
表
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

私
は
、「
広
報
活
動
」
第
四

分
科
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
歓

迎
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
津

軽
三
味
線
奏
者
の
浅
野
祥
氏
の

迫
力
あ
る
演
奏
に
聞
き
入
り
ま

し
た
。
基
調
講
演
は
、
女
優
の

酒
井
美
紀
氏
で
「
学
校
と
仕
事

と
私
」
と
題
し
て
あ
り
ま
し
た
。

女
優
と
し
て
、
母
親
と
し
て
、
国
際
Ｎ
Ｇ

Ｏ
で
の
教
育
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
の
活

動
を
紹
介
さ
れ
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
と
の
共
通

点
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

実
践
発
表
で
は
、
前
仙
台
市
立
富
沢
中

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
か
ら
自
分
た
ち
に
で
き

る
こ
と
か
ら
始
め
生
活
習
慣
や
親
の
気
持

ち
、
子
の
気
持
ち
そ
れ
ぞ
れ
を
取
材
や
ア

ン
ケ
ー
ト
で
把
握
し
、
発
信
す
る
こ
と
で

多
く
の
保
護
者
の
参
加
を
得
た
こ
と
、
多

く
の
仲
間
を
得
た
こ
と
を
報
告
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
と
て
も

参
考
に
な
る
も
の
で
し
た
。

　

二
日
目
は
、
全
体
会
。
開
会
の
あ
い
さ

つ
で
、
第
一
分
科
会
の
基
調
講
演
者
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
コ
ヂ
カ
ラ
・
二
ッ
ポ
ン
代
表
の

川
島
高
之
氏
の
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
期
間
限
定
の

特
権
で
あ
る
。」
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

胸
に
響
く
言
葉
で
し
た
。

　

記
念
講
演
は
、「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の

挑
戦
～
家
族
の
絆
で
掴
ん
だ
父
娘
メ
ダ

ル
～
」
と
題
し
て
、
三
宅
義
行
・
宏
美
父

娘
で
し
た
。
最
後
ま
で
や
り
通
す
こ
と
、

サ
ポ
ー
ト
の
大
切
さ
、
一
人
で
は
何
も
で

き
な
い
、
声
掛
け
が
重
要
な
ど
、
キ
ー
に

な
る
ワ
ー
ド
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

結
び
に
、
全
国
大
会
で
得
た
学
び
を
今

後
の
活
動
に
活
か
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
も
〝
期
間
限
定
の
特
権
〟
を
有

効
に
活
か
し
て
い
た
だ
き
、
二
〇
一
九
年

の
東
北
大
会
南
陽
・
東
置
賜
大
会
へ
是
非

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

山形県ＰＴＡ連合会
副会長

鈴　木　　　聡



山形県ＰＴＡ連合会安全互助会から
安全互助会は山形県ＰＴＡ連合会事業の一環として運営されています。関係各位・保護者の皆様のご支援・ご協力に感謝申し上げます。

※近年の賠償事故の件数・支払金額増加傾向の対策として、賠償補償限度額1000万円の㊕３コースを！
　安全互助会加入校のうち50％の学校ＰＴＡが移行されています。万が一の事故に備え、是非ご検討下さい。
※子どもが自転車に乗るときはヘルメットを着用させましょう。
　傷害事故1030件のうち94件が自転車に係る受傷です。ヘルメット着用は努力義務です。ヘルメット着用を習慣化し、子どもたちを重大事故から守りましょう。
※事故の未然防止が一番大切です。
　◦スポ少活動中の事故が299件で最多となっています。指導者や保護者のご協力をお願いいたします。
　◦登下校や外出時は安全確認の声掛けで注意喚起し、事故防止にご協力下さい。

合
同
復
興
支
援
活
動
参
加
児
童
生
徒
感
想

　　　　　　　　傷害事故支払状況� （単位：千円） 　賠償事故支払状況� （単位：千円）
件数 児童・生徒 件数 ＰＴＡ傷害 　 件数 金額

平成26年度 1,371 12,792 77 2,657 平成26年度 42 2,642
平成27年度 1,245 12,161 63 2,084 平成27年度 77 5,156
平成28年度 1,240 11,749 53 2,848 平成28年度 71 3,411
平成29年度（１月末） 989 9,104 40 1,897 平成29年度（１月末） 75 3,866

加入29４校の内訳
Ａ 136 特Ａ 137
Ｂ 8 特Ｂ 9
Ｃ 1 特Ｃ 3

　安全互助会ってなあに？……加入については学校ＰＴＡごとになります
　　　　　　　　　　　　　＊児童・生徒の学校管理下外のけがを補償します。
　　　　　　　　　　　　　＊ＰＴＡ行事中での会員（児童・生徒・保護者・教職員）傷害事故・賠償事故を補償します。
　　　　　　　　　　　　　＊補償の内容によってＡ・Ｂ・Ｃ・特Ａ・特Ｂ・特Ｃの６コースがあります。

復
興
支
援
交
流
活
動
に
参
加
し
て

　
長
井
市
立
西
根
小
五
年

�

青
　
木
　
鉄
　
平

　

三
月
二
十
五
日
に
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災

地
を
見
た
り
仮
設
住
宅
に
住
ん
で
い
る
お
じ
い

ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
と
交
流
し
て
き

ま
し
た
。

　

前
の
日
の
夜
は
、
明
日
行
く
の
が
楽
し
み
で

あ
ま
り
よ
く
眠
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
当
日
は
、

置
賜
号
の
バ
ス
に
乗
っ
て
石
巻
市
に
行
き
ま
し

た
。
行
き
帰
り
の
バ
ス
の
中
で
は
、
他
の
小
学

校
の
人
達
と
な
ぞ
な
ぞ
や
ク
イ
ズ
を
楽
し
く
で

き
ま
し
た
。

　

石
巻
の
津
波
の
被
害
に
あ
っ
た
大
川
小
学
校

に
行
っ
て
慰
霊
碑
に
手
を
合
わ
せ
て
、「
前
み

た
い
な
震
災
が
ま
た
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
」
と

ぼ
く
は
、
願
い
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
に
、
仮
設

住
宅
で
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と

ペ
ア
に
な
っ
て
一
班
か
ら
六
班
で
グ
ル
ー
プ
を

つ
く
り
ま
し
た
。
そ
の
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
ト
ラ

ン
プ
ゲ
ー
ム
を
し
ま
し
た
。

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
ペ
ア
同

士
で
同
じ
カ
ー
ド
を
当
て
た
ら
ペ
ア
の
も
の
で

す
。
み
ん
な
と
て
も
う
れ
し
そ
う
に
楽
し
そ
う

に
、
過
ご
す
こ
と
が
で
ま
し
た
。

　

み
ん
な
で
、
芋
煮
と
カ
レ
ー
う
ど
ん
を
ご
ち

そ
う
に
な
り
ま
し
た
。
み
ん
な
で
食
べ
る
芋
煮

は
、
格
別
で
し
た
。
ぼ
く
は
こ
の
石
巻
市
が
ま

た
元
気
に
な
る
こ
と
を
望
み
た
い
で
す
。
ぼ
く

は
、
貴
重
な
経
験
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

石
巻
市
で
交
流
し
た
よ

　

高
畠
町
立
和
田
小
五
年

 

　

西
　
方
　
愛
　
華

　

私
は
最
初
に
大
川
小
学
校
と
い
う
と
こ
ろ
に

行
き
ま
し
た
。

　

な
ぜ
か
と
い
う
と
そ
こ
は
津
波
で
流
さ
れ
て

し
ま
っ
た
か
ら
で
す
。
私
は
見
て
お
ど
ろ
き
ま

し
た
。
建
物
の
壁
も
全
部
は
が
さ
れ
て
し
ま
い
、

元
の
姿
が
分
か
ら
な
い
ほ
ど
で
し
た
。
中
を
み

て
み
る
と
、
中
野
の
教
室
が
見
え
た
り
、
こ
こ

が
教
室
な
の
か
わ
か
ら
な
い
部
屋
が
あ
り
ま
し

た
。
津
波
の
高
さ
は
小
学
校
を
飲
み
込
ん
で
し

ま
う
ほ
ど
で
し
た
。
だ
か
ら
、
高
台
に
逃
げ
よ

う
と
し
た
人
も
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
と
思

い
ま
し
た
。
次
に
仮
設
住
宅
に
行
き
ま
し
た
。

そ
こ
に
は
被
災
し
た
た
く
さ
ん
の
人
が
い
ま
し

た
。
私
は
、
そ
の
仮
説
住
宅
の
人
た
ち
と
一
緒

に
交
流
を
し
ま
し
た
。
初
め
は
神
経
衰
弱
を
し

ま
し
た
。
石
巻
の
人
た
ち
と
チ
ー
ム
を
組
ん
で

や
り
ま
し
た
。
私
た
ち
の
チ
ー
ム
は
七
組
取
れ

ま
し
た
。

　

最
後
に
こ
の
石
巻
市
と
の
交
流
を
し
て
常
に

防
災
意
識
を
も
っ
て
行
動
し
た
い
と
改
め
て
感

じ
ま
し
た
。

震
災
の
爪
痕

　

上
山
市
立
宮
川
小
学
校
六
年

 

鈴
　
木
　
優
　
音

　

今
回
合
同
復
興
支
援
交
流
会
に
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
感
謝

の
気
持
ち
を
含
め
、
こ
の
文
章
を
書
く
と
な
る

と
と
て
も
四
百
字
で
は
は
足
り
な
い
の
で
短
く

ま
と
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

こ
の
交
流
会
で
は
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

特
に
震
災
を
経
験
し
た
方
々
の
お
話
は
と
て

も
貴
重
な
体
験
で
し
た
。
私
も
東
日
本
大
震

災
の
と
き
、
地
震
を
体
験
し
ま
し
た
が
、「
津

波
」
の
被
害
の
状
況
は
教
科
書
や
本
で
見
た
こ

と
し
か
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
実
際
に
お
話
を

聞
く
と
、
本
で
は
知
り
え
な
か
っ
た
情
報
を
た

く
さ
ん
聞
き
ま
し
た
。
そ
の
方
た
ち
が
経
験
し

た
「
苦
労
」
と
い
う
も
の
を
直
に
感
じ
た
気
が

し
ま
す
。

　

「
爪
痕
」
と
い
う
の
は
、
津
波
に
よ
る
被
害

と
い
う
意
味
と
、
人
の
心
と
い
う
意
味
の
二
つ

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
今
後
ど
ち
ら
の
「
爪

痕
」
も
癒
え
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。（
残
し

た
ほ
う
が
よ
い
と
い
う
考
え
方
も
あ
り
ま
す
が

…
…
）

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
並

び
に
ご
家
族
の
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。

風
の
植
物
な
ど
を
見
ま
し
た
。
一
番
驚
い
た
の

は
、
ほ
ぼ
全
て
の
家
に
シ
ー
サ
ー
が
置
い
て

あ
っ
た
こ
と
で
す
。
守
り
神
と
し
て
定
着
し
て

い
る
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。
お
昼
に
は
、
野
外

炊
飯
を
し
ま
し
た
。
失
敗
し
ま
し
た
が
、
み
ん

な
で
協
力
し
て
作
り
上
げ
た
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
は

や
は
り
格
別
に
お
い
し
か
っ
た
で
す
。
午
後
か

ら
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
な
り
、
人
生
初
の

獅
子
舞
を
体
験
し
、
夜
の
大
交
流
会
で
発
表
を

し
ま
し
た
。
三
日
目
は
、
平
和
学
習
か
ら
始
ま

り
、
沖
縄
戦
と
い
う
歴
史
の
勉
強
で
は
そ
の
単

語
し
か
覚
え
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
日
本
人
と
し

て
知
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
事
実
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
集
団
自
決
、
日
本
軍
に

よ
る
虐
殺
。
本
当
に
地
獄
絵
図
だ
と
思
い
ま
し

た
。
午
後
か
ら
は
、
海
洋
研
修
で
き
れ
い
な
海

を
満
喫
し
ま
し
た
。

　

四
日
目
。
渡
嘉
敷
最
後
の
日
で
し
た
。
フ
ェ

リ
ー
に
乗
り
、
た
く
さ
ん
思
い
出
の
詰
ま
っ
た

島
を
離
れ
る
の
が
本
当
に
辛
か
っ
た
で
す
。
夜

は
、
自
分
が
こ
れ
か
ら
ど
う
生
き
て
い
き
た
い

の
か
、
と
い
う
ア
ク
シ
ョ
ン
宣
言
を
し
、
友
と

の
最
後
の
夜
を
楽
し
み
ま
し
た
。
い
よ
い
よ
、

五
日
目
、
お
別
れ
タ
イ
ム
で
は
、
み
ん
な
の
Ｔ

シ
ャ
ツ
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
き
合
い
、
泣
い
て

お
別
れ
を
し
ま
し
た
。
本
当
に
つ
ら
か
っ
た
け

ど
、
清
々
し
く
も
あ
り
ま
し
た
。
あ
れ
か
ら
手

紙
で
の
や
り
と
り
が
続
い
て
い
ま
す
。
偶
然
出

会
っ
た
友
と
の
最
高
の
思
い
出
を
こ
れ
か
ら
の

生
活
に
生
か
し
ま
す
。

PTAやまがた15



　

今
年
度
は
、
八
月
に
仙
台
市
で
日
本
Ｐ

Ｔ
Ａ
全
国
研
究
大
会
が
開
催
さ
れ
、
県
内

か
ら
多
く
の
会
員
の
皆
様
か
ら
参
加
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
集
合

場
所
や
時
間
、
バ
ス
の
乗
降
等
に
関
し
て

様
々
な
面
で
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
し
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
最
後
ま
で
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
来
年
度
は
、
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

設
立
七
十
周
年
を
迎
え
、
記
念
式
典
の
開

催
、
記
念
誌
の
発
刊
、
記
念
研
修
大
会
等

を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
に
つ
い

て
も
ご
支
援
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
来
年
度
の
東
北
大
会
は
（
九
月

十
五
～
十
六
日
）
秋
田
市
に
於
い
て
、
全

国
大
会
は
（
八
月
二
十
四
～
二
十
五
日
）

新
潟
県
内
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
予
定
で

す
。
日
程

調
整
の
上
、

た
く
さ
ん

の
参
加
が

得
ら
れ
ま

す
よ
う
準

備
方
よ
ろ

し
く
お
願

い
い
た
し

ま
す
。

御
礼
と
お
知
ら
せ

平成29年度　山形県ＰＴＡ連合会役員名簿
会　長 鈴木　真一 山形市ＰTA連合会 第 六 中 理　事 佐藤　　司 酒田飽海ＰTA連合会 若 浜 小
副会長 佐藤　博之 山形市ＰTA連合会 第 六 小 理　事 伊東　　守 県小学校長会 新庄日新小
副会長 齋藤　真朗 上山市ＰTA連合協議会 南　 中 理　事 渡邉　裕美 県中学校長会 山大附属中
副会長 涌井　洋一 最上地区ＰTA協議会 新 庄 小 理　事 堀田　理恵 県Ｐ母親委員長 蔵王第一中
副会長 鈴木　　聡 東置賜地区ＰTA連合会 宮 内 中 理　事 佐竹　直子 県Ｐ副母親委員長 上山南中
理　事 佐藤　正教 天童・東村山地区ＰTA連合会 中 山 中 監　事 尾形　吉則 山形市ＰTA連合会 山 六 中
理　事 荒木　　茂 西村山ＰTA連合会 陵 南 中 監　事 阿部　　勉 山形市ＰTA連合会 楯 山 小
理　事 柴崎　雅紀 北村山ＰTA連合会 楯 岡 中 監　事 佐藤　博美 天童・東村山地区ＰTA連合会 中 山 中
理　事 大町　竜哉 米沢市ＰTA連合会 第 二 中 事務局長 村山　良光 山形市ＰTA連合会
理　事 小松　寛幸 西置賜地区ＰTA連絡協議会 白 鷹 中 事務局員 佐藤　靜子 山形市ＰTA連合会
理　事 岡崎　克己 鶴岡市ＰTA連合会 第 三 中 事務局員 熊谷　慶子 山形市ＰTA連合会
理　事 中村　慎一 東田川郡ＰTA連合会 余 目 中
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第７０回山形県ＰＴＡ研修大会上山大会のご案内

山形県ＰＴＡ連合会副会長　齋　藤　真　朗　

　

来
年
度
の
山
形
県

Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
大
会
を

平
成
三
〇
年
十
月

二
一
日
日
曜
日
、
上

山
市
の
三
友
エ
ン
ジ

ニ
ア
体
育
文
化
セ
ン

タ
ー
を
会
場
に
、
上

山
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
協
議
会
が
主
管

と
な
っ
て
開
催
し
ま
す
。

　

昭
和
二
四
年
に
山
形
市
を
会
場

に
開
催
さ
れ
た
第
一
回
大
会
か
ら

数
え
て
第
七
〇
回
目
と
な
る
記
念

す
べ
き
大
会
を
上
山
市
に
お
い
て

開
催
で
き
ま
す
こ
と
を
誠
に
喜
ば

し
く
感
じ
る
次
第
で
す
。

　

さ
て
、
今
回
の
大
会
主
題
は
、

「
は
ぐ
く
も
う
人
間
力　

つ
な

ご
う
「
い
の
ち
」
と
「
い
の
ち
」　

き
ず
こ
う
子
ど
も
が
輝
く
郷
土

（
ふ
る
さ
と
）」
で
す
。

　

昨
今
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
は
じ
め
と
す

る
メ
デ
ィ
ア
の
普
及
や
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
の
変
化
な
ど
に
伴
い
、
直

接
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

交
わ
す
機
会
が
減
少
す
る
中
、
子

ど
も
た
ち
が
自
分
の
思
い
を
表
現

す
る
力
や
、
他
人
に
共
感
す
る
力
、

異
質
を
許
容
す
る
力
と
い
っ
た
、

社
会
生
活
に
大
切
な
「
人
間
力
」

を
い
か
に
育
む
か
、
と
い
う
テ
ー

マ
は
、
現
在
、
子
育
て
に
携
わ
る

保
護
者
ば
か
り
で
は
な
く
学
校
や

地
域
社
会
に
と
っ
て
も
共
通
の
課

題
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
上
山
市
も
例
外
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
少
子
化
が
進

み
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
・
存

続
が
危
惧
さ
れ
る
地
域
も
少
な
く

な
い
中
、
将
来
の
地
域
の
担
い
手

と
し
て
、
心
身
と
も
に
健
全
な
子

ど
も
た
ち
を
い
か
に
育
ん
で
い
く

か
、
と
い
っ
た
観
点
も
含
め
ま
し

て
、
こ
の
研
修
大
会
を
通
し
、
皆

さ
ん
と
と
も
に
考
え
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
四
つ
の
分
科
会

に
お
い
て
、
①
活
動
が
活
性
化
す

る
Ｐ
Ｔ
Ａ
組
織
と
運
営
、
②
情
報

メ
デ
ィ
ア
に
積
極
対
応
す
る
Ｐ
Ｔ

Ａ
活
動
、
③
地
域
と
子
ど
も
の
つ

な
が
り
を
深
め
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
、

④
子
ど
も
の
生
活
習
慣
を
確
立
す

る
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
、
⑤
子
ど
も
の
い

の
ち
を
守
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
、
そ
れ

ぞ
れ
の
テ
ー
マ
の
下
、
パ
ネ
リ
ス

ト
の
皆
様
か
ら
各
地
域
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

で
の
実
例
を
発
表
い
た
だ
き
な
が

ら
、
会
場
の
皆
様
と
と
も
に
学
び

を
深
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

現
在
、
二
〇
二
〇
年
に
開
催
さ

れ
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け

て
日
本
中
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
記
念
講
演
に

は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
招
致

で
も
活
躍
し
た
ソ
ウ
ル
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
ド
ス

イ
ミ
ン
グ
競
技
の
銀
メ
ダ
リ
ス
ト
、

小
谷
実
可
子
氏
を
お
招
き
し
、
子

育
て
中
で
あ
る
自
身
の
経
験
も
交

え
ご
講
演
い
た
だ
き
、
七
〇
回
目

と
な
る
大
会
を
盛
り
上
げ
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

第
七
〇
回
の
記
念
大
会
が
、
本

県
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
お
い
て
有
意

義
な
大
会
と
な
り
ま
す
よ
う
、
上

山
市
内
の
八
つ
の
小
中
学
校
の
Ｐ

Ｔ
Ａ
が
少
数
な
が
ら
一
丸
と
な
っ

て
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
の
で
、

多
く
の
皆
様
の
ご
参
加
を
心
よ
り

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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